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Ⅰ．序章 

１. 市の概況 

  諫早市は、長崎県本土部のほぼ中央に位置し、東経 130 度 3分、北緯 32度 50 分に位置す

る市役所を中心に約 342km2の市域をなしている。本市は、平成 17 年 3 月 1 日に旧諫早市、

多良見町、森山町、飯盛町、高来町及び小長井町の 1市 5町が合併して誕生した新しい市で

あり、旧市町の有する特色ある風土や文化、暮らしを大切に育てるとともに、恵み多い自然

環境を基礎に、強固な地域産業と満足度の高い生活環境を創造し、市民一人ひとりが地域に

愛着と誇りを持ちながら、多様な生き方、暮らし方を選択し、自己実現を図る、生き生きと

した「ひとが輝く創造都市・諫早」を目指すこととしている。 

本市は、東に諫早湾、西に大村湾、南に橘湾と三方を特性の異なる海に囲まれ、広大な干

拓地や肥沃な丘陵地帯などを有する自然の恵み豊かな地域である。 

北部は、標高千ﾒｰﾄﾙ級の多良山系の山岳地帯で、有明海に向けてなだらかなに裾野を広

げる山麓台地が本明川をはじめとする大小の河川に刻み込まれ、広大な森林地帯と轟渓流

や富川渓谷、国指定天然記念物「多良岳ﾂｸｼｼｬｸﾅｹﾞ群叢」等の豊かな自然環境を有している。 

 中央部は、多良山麓と南部丘陵に挟まれて東の有明海に向かって諫早平野が広がり、そ

の扇状の要部を占める市街地の中央に約80haの上山公園や御館山公園等の大規模な自然緑

地を有し、諫早公園は「城山暖地性樹叢」として国の天然記念物に指定されている。 

 西部は、波静かな内海の大村湾が入江深く入り、変化に富んだ海岸線をつくりだしてお

り、海に映える段々畑の蜜柑園や田園景観との落ち着いたたたずまいを漂わせている。 

南部は、肥沃な丘陵地帯が東シナ海に開ける外海の橘湾に落ち込み、有喜から唐比にか

けての海岸線は断崖を形成しており、温暖な気候と畑作地帯、雲仙岳を遠望する海岸線な

ど優れた景観を形づくっている。 

 

２． 気候    

諫早市周辺の平年気温（1981-2010）は 

17.3℃、平年年間降水量は 2,139 ㎜で全 

般的には温暖な気候を呈している。平年気

温及び降水量との比較を図 1-2-1 に、また

平成 13年以降の年平均気温、年間降水量の

経年変化を図 1-2-2 に示す。 

 令和元年の年平均気温は17.7℃、年間降

水量は1,929mmであり、平均気温は平年より

0.4℃高く、年間降水量は平年より210㎜程

度少なかった。 

なお、気象データについては、平成25年

度版まで県農業技術開発センター（旧県総

合農林試験場）が計測しているデータを引

用していたが、平成26年度版から気象庁が

ホームページ上で公開しているデータを引

用（※気温データは諫早での観測がないた

め、大村のデータを引用）している。 

 
※ 気象庁ＨＰより引用 降水量は諫早、気温は大村 

※ 気象庁ＨＰより引用 降水量は諫早、気温は大村 
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図 1-3-1 国勢調査で見る人口と世帯数の推移

人口 世帯数

区分
面積
（ha）

割合
（%）

第１種低層住居専用地域 735 32.1
第２種低層住居専用地域 0 0.0
第１種中高層住居専用地域 137 6.0
第２種中高層住居専用地域 34 1.5
第１種住居地域 512 22.4
第２種住居地域 34 1.5
準住居地域 63 2.8
近隣商業地域 28 1.2
商業地域 74 3.2
準工業地域 357 15.6
工業地域 53 2.3
工業専用地域 261 11.4

計 2,288 100.0

表1-3-1 用途地域指定状況（平成28年12月19日告示）

３．人口・世帯数・用途地域 

  平成 27 年の国勢調査による諫早市の人口は 138,078 人、世帯数は 51,897 世帯で、1 世

帯当たり 2.66 人、1km2あたりの人口は 403.7 人である。前回（平成 22 年）の調査と比較

すると人口は2,674人（1.9%）

減少し、世帯数は 908 世帯

（1.78%）増加した。国勢調

査での人口の推移を図 1-3-1

に、また都市計画法に基づく

用途地域の指定状況を表

1-3-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

４．産業 

平成26年経済センサス基礎調査（平成

26年7月1日現在）による諫早市の事業所

数は6,178事業所、従業者数は63,939人と

なっており、1事業所当たりの平均従業者

数は10.3人となっている。 

事業所を産業別で見ると、「卸・小売業」

が1,656事業所、「宿泊業、飲食サービス

業」が744事業所となり、これらの産業で

全産業の38.8％を占めている。 

産業別就業者数は、「卸・小売業」が

11,873人、「製造業」が9,716人、「医療・

福祉」が12,327人となっており、これら

の産業で全産業の53.0％を占めている。 

特に工業においては、全国でも有数の規模を誇る諫早中核工業団地を中心に半導体、太

陽電池、航空宇宙関連などの先端技術企業の進出により、製造品出荷額等は工業統計調査

によると昭和63年以降長崎市に次いで県下第2位である。 
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施設の種類
工場等
総数

施設
総数

工場等
総数

施設
総数

工場等
総数

施設
総数

工場等
総数

施設
総数

1.冷凍機 37 277 2 14 5 23 34 268

2.ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ 31 102 4 6 27 96

3.板金・製缶作業場 2 2 2 2

4.鉄骨・橋梁の組立作業場 1 1 1 1

計 71 382 2 14 9 29 64 367

       届出の種類 平成30年度末
設置及び
変更届出

使用全廃届出 令和元年度末

Ⅱ.諫早市の環境状況 

１．騒音 

1.1騒音の概況 

   騒音は、各種公害の中で最も日常生活に関係の深い身近な公害の一つであり、人の感覚に

直接訴える感覚公害でもある。騒音の発生源は工場・事業場、建設工事、自動車などの交通

機関によるものから家庭生活に起因するものまで多種多様である。 

騒音については、環境基本法の規定に基づき「騒音に係る環境基準」、「航空機騒音に係る

環境基準」等が定められ、この基準を目標に総合的な施策が講じられることとなっている。 

生活環境を損なう恐れのある騒音を防ぐために制定された騒音規制法は、工場・事業場騒

音及び建設作業騒音の規制を行うとともに、自動車騒音に係る許容限度を定めること等によ

り生活環境を保全し、国民の健康の保護に資することを目的としている。 

   工場騒音の規制は、規制する区域を定め、規制区域内の特定施設（工場・事業場に設置さ

れる著しい騒音を発生する施設で政令に定めるもの）を有する事業場に対し施設設置等の届

出、規制基準の遵守等を義務付けるというものである。 

   建設作業騒音についても、規制区域内で行われる特定建設作業（杭打ち作業等の著しい騒音

を発生する作業で政令に定めるもの）に対する事前届出、規制基準の遵守義務等を課している。 

   自動車騒音については、個々の自動車から発生する騒音の大きさの許容限度を定めるとと

もに、自動車騒音の測定に基づく要請及び意見に関する規定が設けられている。 

   騒音規制法の体系は、次頁図2-1-1のとおりである。 

従来、市町村の事務であった騒音の測定、特定施設に対する改善勧告及び改善命令等の事

務に加え、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律（第２次一括法）（平成 23 年法律第 105 号）により、平成 23 年度に騒音規制

法が改正され、それまで県が行ってきた規制区域の指定等の事務も市が行うこととなってい

る。 

   令和元年度中の騒音規制法に基づく特定施設、特定建設作業届出状況は、次頁表2-1-2の

とおりである。 

   また、長崎県未来につながる環境を守り育てる条例によっても騒音関係の指定施設が定め

られ、騒音規制法の規制対象外の騒音についても一定の制限が加えられている。同条例に基

づく令和元年度中の指定施設の届出状況を表2-1-1に示す。 

 

表2-1-1  長崎県未来につながる環境を守り育てる条例に基づく指定施設届出状況 

（令和元年度・騒音関係） 
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（１）特定施設 （R2.3.31現在）

（２）特定建設作業

表2-1-2  騒音規制法に基づく各種届出状況（令和元年度）

届出の種類 設 置 届 出 使 用 届 出 使 用 全 廃 届 出 数 変 更 届 出
工場等実数 施 設 数

  ２．空気圧縮機及び送風機 +1 +2

工場等数 施 設 数 工場等数 施 設 数

  １．金属加工機械 -1

 施 設 名 工場等数 施 設 数 工場等数 施 設 数

-4 -18 32 221

-2 3 24

  ４．織機

  ３．土石用破砕機等

0 0

0 0

  ６．穀物用製粉機

  ５．建設用資材製造機械

0 0

-1 1 1-1

  ８．抄紙機

  ７．木材加工機械

0 0

4 5

１０．合成樹脂用射出成形機

  ９．印刷機械

0 0

8 40

計 2 0

１１．鋳型造型機

-21 0 48 291

0 0

0

そ の 他 の 届 出 作 業 の 種 類 届 出 件 数

実       数 1 0 -6

防 止 の 方 法 氏 名 等 １．くい打機等を使用する作業 2

届 出 の 種 類 承 継 届 出 計 ２．びょう打機等を使用する作業 0

変 更 届 出 変 更 届 出 ３．削岩機を使用する作業 37

件 数 0 1 0 1 ４．空気圧縮機を使用する作業

８．ブルドーザーを使用する作業 0

計 41

2

５．コンクリートプラント等を設けて行う作業 0

６．バックホウを使用する作業 0

７．トラクターショベルを使用する作業 0

  

（注） 1. 図中にあげた項目以外に、、国の援助、研究の推進等、町村による事務処理、条例との関係等について定めてある。

：都道府県、市が行う事務

許 容 限 度

保安基準（道路運送車両法)

環 境 大 臣 の 指 示

常時 監視

：法定受託事務

騒音防止に係る関係行政機関
の長に対する協力要請等

要 請 限 度 道路管理者等へ道路構造の改善等の意見 陳述

：国が行う事務 ：市町村が行う事務

規 制 基 準 ( 告 示）

自 動 車 騒 音 自 動 車 騒 音

測 定 都 道 府 県 公 安 委 員 会 へ 交 通 規 制 の 要 請

常 時 監 視 結 果 の 国 へ の 報 告

常 時 監 視 の 結 果 の 公 表

深夜営業騒音等

報 告 検 査 罰 則

測 定
改 善 勧 告 改善 命令 罰 則

罰 則

規制基準の 範囲 （告 示） 規 制 基 準

電気、ｶﾞｽ工、鉱山施設に係る要請

地 域 指 定 建設作 業 騒 音 特 定 建 設 作 業 届 出 事 務 罰 則

：は、国が関与する事務

図2-1-1 騒音規制法の体系図

騒 音 規 制 法

工場・ 事業 場 騒 音 特 定 施 設 届 出 事 務 罰 則

計 画 変 更 勧 告

（ 一 部 適 用 除 外 ） 報 告 検 査 罰 則

電気、ｶﾞｽ・鉱山法の
工 作 物 ・ 施 設

特定工場等 測 定
改善勧告 改善 命令
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1.2自動車交通騒音の測定及び測定結果 

市では騒音規制法第21条の2に基づき、毎年定期的に市内の主要幹線道路を中心に測定を行い、

騒音規制法第17条に係る自動車騒音の要請限度に係る評価を行っている。要請限度にかかる騒音

測定は、国道8地点で行っており、測定地点図を7頁図2-1-4に示す。要請限度の測定は、主要幹

線道路のうち過去から騒音レベルが高い4地点（年１回測定）と、測定機器常設による騒音・交

通量の常時測定局4地点の計8地点で行っている。 

また、同法第 18 条の「自動車騒音の状況の常時監視」は幹線道路沿道について、環境基準の

達成状況を面的に評価するものであるが、令和元年度は、5路線について評価を行った。 

要請限度及び環境基準との比較評価は、各時間帯を通じた等価騒音ﾚﾍﾞﾙ（Ｌeq）にて行った。 

 

①要請限度に係る測定について 

ア）測定結果 

各測定地点における令和元年度の測定結果の概要は、8頁表2-1-4に示すとおりである。 

今回等価騒音レベルが最も大きかったのは、昼間・夜間ともにNo.5貝津測定局で昼間は73dB、

夜間は70dBであった。 

イ）要請限度超過状況 

令和元年度は、測定を行った8地点のうち、昼夜ともに要請限度を超過した地点はなかった。 

以前の状況としては、No.4の下大渡野町Ｙ宅が、道路拡幅工事前は例年、騒音レベルが最

も大きく昼夜ともに要請限度を超過していたが、平成25～26年に行われた道路拡幅工事によっ

て昼夜ともに要請限度を5ﾃﾞｼﾍﾞﾙ程度下回る結果となり、道路拡幅前と比べて騒音状況が改善

されている。このため、現在はNo.5貝津測定局の騒音レベルが最も高い状況である。 

 

ウ）騒音レベルの経年変化等 

平成19年度以降の騒音レベルの経年変化を9～10頁図2-1-4に、平成27年度からの5年間の要

請限度適合状況を本ページの表2-1-3に示す。 

小豆崎測定局（№6）においては、長田バイパスの開通により交通量が大幅に減少したこと

で、5～7ﾃﾞｼﾍﾞﾙ程度の低下が、また、小野測定局（№7）においては、道路拡張工事前と比較

して6ﾃﾞｼﾍﾞﾙ程度の低下が見られる。 

自動車交通騒音の根本的な改善には、バイパス建設、道路拡幅等が効果的であり、今後予

定されているこれらの工事により、騒音状況は改善していくものと期待される。 

 

表 2-1-3 要請限度適合状況の推移 
  昼・夜とも適合 昼・夜いずれか不適合 昼・夜とも不適合 合 計 

H27 8 地点 0 地点 0 地点 8 地点 

H28 8 地点 0 地点 0 地点 8 地点 

H29 8 地点 0 地点 0 地点 8 地点 

H30 8 地点 0 地点 0 地点 8 地点 

R1 8 地点 0 地点 0 地点 8 地点 
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図 2-1-2 環境測定局 交通量経年変化

山川局 小豆崎局 貝津局 小野局

②環境測定局交通量について 

市では国道沿道に環境測定局4ヶ所（山川局（Ｓ58）、小豆崎局（Ｈ2）、貝津局・小野局（Ｈ3）

を設置し騒音と共に交通量の測定も行っている。（ ）内は設置年度 

図2-1-2に交通量1日平均値の経年変化を示す。 

山川局については、平成19年6月の小船越トンネル開通後、2,000台／日程度の増加が見られ

た後、横ばい傾向にある。また、小豆崎局では、平成18年の長田バイパス開通後、減少傾向に

転じ、現在はピーク時と比較すると半減している。 

貝津局については、平成10年代半ばをピークに微減傾向にあり、近年は１日平均が60,000台

程度で推移していたが、平成28年度は１日平均が約63,000台に増加した。増加の原因としては、

11月から年度末にかけて、新幹線工事や県道諫早外環状線工事等の工事車両の交通量が増大し

たことが考えられる。 

小野局については、平成22年に国道57号を拡幅しているが、その前後で大きな変化見られな 

い。 

～諫早市における最近の道路改良・整備状況～ 

平成17年4月：諫早平野の農面農道（幸町～赤崎町）全線通行可能 

平成18年3月：国道207号長田バイパス一部供用開始 

平成18年6月：市布交差点立体化工事完了供用開始 

平成19年6月：国道34号線小船越交差点立体化工事完了供用開始 

平成19年12月：諫早湾干拓堤防道路（全長約8㌔）供用開始 

平成21年4月：一般県道諫早外環状線（小豆崎～船越間完成） 

平成21年9月：一般県道諫早外環状線 

（国道57号鷲崎交差点～長田ﾊﾞｲﾊﾟｽ交差部）供用開始 

平成22年3月：一般国道57号長野町交差点～尾崎交差点 供用開始 

平成22年11月：一般国道207号長田バイパス完成、開通式開催 

平成30年3月：一般県道諫早外環状線（栗面～小船越）供用開始 

令和2年3月：一般県道諫早外環状線（小船越～諫早IC）供用開始 



図 2-1-3 自動車交通騒音・振動測定地点
1 多良見町化屋Ｉ宅 国道34号

2 鷲崎町Ｓ宅 国道57号

3 高来町峰Ｓ宅 国道207号

4 下大渡野町Ｙ宅 国道34号

5 貝津測定局 国道34号

6 小豆崎測定局 国道207号

7 小野測定局 国道57号

8 山川測定局 国道34号

　 　　　実施路線計5路線

1 多良見町化屋Ｉ宅 国道34号

3 高来町峰Ｓ宅 国道207号

6 小豆崎測定局 国道207号

7 小野測定局 国道57号

　図中の◎地点は、騒音兼振動測定地点。

　　　　　：R元年度自動車騒音面的評価の

　自動車交通騒音　測定地点

　自動車交通振動　測定地点
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表2-1-4 要請限度に係る自動車交通騒音測定結果（令和元年度）

○:適合 ×:超過

Ｌｅｑ Ｌ５０ Ｌ５ Ｌ９５ Ｌｅｑ Ｌ５０ Ｌ５ Ｌ９５ 昼 夜 昼 夜

1 多良見町化屋 Ｉ宅 国道34号 R2.2.4 - R2.2.7 4 ｃ 71 68 76 48 66 53 73 38 75 70 ○ ○

2 鷲崎町　Ｓ宅 国道57号 R2.3.16 - R2.3.19 4 c 66 64 71 54 61 51 66 39 75 70 ○ ○

3 高来町峰　Ｓ宅 国道207号 R2.3.16 - R2.3.19 2 b 71 67 75 51 68 50 73 34 75 70 ○ ○

4 下大渡野町  Ｙ宅 国道34号 R2.2.4 - R2.2.7 4 ｃ 70 69 75 51 66 51 73 38 75 70 ○ ○

5 ※ 貝津測定局 国道34号 R1.5.21 - R1.5.23 6 ｂ 73 － － － 70 － － － 75 70 ○ ○

6 ※ 小豆崎測定局 国道207号 R1.5.21 - R1.5.23 2 ｃ 62 － － － 54 － － － 75 70 ○ ○

7 ※ 小野測定局 国道57号 R1.5.21 - R1.5.23 4 ｂ 66 － － － 58 － － － 75 70 ○ ○

8 ※ 山川測定局 国道34号 R1.5.21 - R1.5.23 2 ａ 58 － － － 52 － － － 75 70 ○ ○

区

域

騒音レベル  ［ﾃﾞｼﾍﾞﾙ］ 要 請 限 度
要請限度
超過状況

備 考昼間（６時～２２時） 夜間（２２時～６時） Ｌｅｑ［ﾃﾞｼﾍﾞﾙ］

車

線

数

8

番
 

号
測 定 地 点 道 路 名

測 定 期 間
( 令 和 元 年 度 ）

注）※印の測定地点は、測定機常設による騒音・交通量の常時測定地点であり、常時測定データのうち表示期間についてのみ集計・評価を行った。



図2-1-4　自動車騒音の経年変化 No.1
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図2-1-4　自動車騒音の経年変化 No.2
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1 長崎自動車道 高速道路 4 3.9㎞ 2年 諫早IC～長崎市・諫早市境

2 国道３４号 国道 2 1.3㎞ 2年 諫早市中尾交差点～諫早市小船越ﾄﾝﾈﾙ

3 国道２０７号 国道 2 1.6㎞ 2年 諫早市泉交差点～諫早市永昌交差点

4 有喜本諫早線 県道 2 2.0㎞ 2年 諫早市鷲崎交差点～諫早市東小路

5 国道５７号 国道 2 4.4㎞ 2年 雲仙市・諫早市境～諫早市尾崎交差点

6 国道３４号 国道 2 3.6㎞ 5年 諫早市下大渡野（本野交差点）～諫早市中尾交差点

7 国道３４号 国道 6 1.0㎞ 5年 諫早市小船越ﾄﾝﾈﾙ～諫早市貝津交差点

8 国道５７号 国道 4 4.7㎞ 5年 諫早市尾崎交差点～諫早市小船越交差点

9 国道５７号 国道 4 0.8㎞ 5年 諫早市小船越交差点～諫早市小船越ﾄﾝﾈﾙ

10 国道２５１号 国道 2 6.6㎞ 5年 諫早市有喜松里交差点～諫早市飯盛町馬場交差点

11 国道２０７号 国道 2 1.4㎞ 5年 諫早市永昌交差点～諫早市小船越交差点

12 国道２０７号 国道 2 9.3㎞ 5年 諫早市干拓道路北口交差点～諫早市西長田バス停先交差点

13 国道２０７号 国道 2 2.3㎞ 5年 諫早市西長田バス停先交差点～諫早市泉交差点

14 大村貝津線 県道 4 1.3㎞ 5年 大村市・諫早市境～諫早市貝津交差点

15 国道３４号 国道 2 5.4㎞ 5年 諫早市貝津交差点～諫早市多良見町ﾊﾞｲﾊﾟｽ入口

16 国道２５１号 国道 2 6.4㎞ 5年 諫早市有喜松里交差点～雲仙市・諫早市境

17 国道２０７号 国道 2 4.9㎞ 5年 諫早市小長井支所前～諫早市干拓道路北口交差点

18 国道３４号 国道 2 1.1㎞ 5年 大村市・諫早市境～諫早市下大渡野(本野交差点）

路線
番号

路線名

道
路
種
別

車
線
数

距
離

ロ
ー

テ
ー

シ

ョ
ン

区間詳細

③環境基準に係る測定について 

騒音規制法第18条に基づき、幹線道路沿道について環境基準達成状況の面的な評価を行

うものであり、従来県が実施していたものを権限移譲により平成25年度から市が引き継い

だものである。 

対象路線は表2-1-5のとおりである。対象路線を毎年5路線程度実施していく予定である。 

令和元年度は、長崎自動車道（路線番号1）、国道34号（路線番号2）、国道207号（路線番号

3,11,17）の5路線の測定・評価を行った。  

 

表2-1-5 自動車騒音面的評価対象路線一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア）評価結果 

面的評価を行った結果を表2-1-6に示す。路線番号17の国道207号（小長井支所前～干拓 

道路北口交差点）については、他路線と比較して環境基準達成率が低い結果となった。 

 要因として、この路線の交通量は比較的少ないが大型車両の往来の比率が高いことと、 

歩道や路肩が狭いために車道から道路境界までの距離が近いことが考えられる。 

 

表2-1-6 自動車騒音面的評価結果 

 

 連
　
番

路線
番号

路線名 道路種別 (km) 測定地点
昼夜とも

達成
昼間のみ

達成
夜間のみ

達成
昼夜とも
非達成

1 1 長崎自動車道 高速自動車道 2.0 若葉町 I宅 72.8％ 0.0％ 20.2％ 7.0％

2 2 国道34号 国道 3.6 小船越町 K宅 93.1％ 0.0％ 6.9％ 0.0％

3 3 国道207号 国道 1.0 城見町 Y宅 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

4 11 国道207号 国道 9.3 宇都町 M宅 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

5 17 国道207号 国道 6.4 小長井町大峰 第7分団消防詰所 65.5％ 10.3％ 0.0％ 24.2％

環境基準達成率
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1.3環境騒音の測定及び測定結果 

市内の一般地域（道路に面する地域以外の地域）における、環境基準の達成状況と経年的

な動向を把握するために、騒音規制法第21条の2に基づき毎年定期的にその測定を行ってい

る。 

騒音に係る環境基準は、環境基本法の規定に基づき、人の健康を保護し生活環境を保全す

る上で維持されることが望ましい基準として定められている。 

市町村合併に伴い測定対象地域が拡大したことから、平成18年度に測定地点及び測定頻度

の見直しを行い全38測定地点とし、このうち19地点ずつ隔年で測定を行っている。 

測定方法は、「騒音に係る環境基準について」（H10.9.30環告64号）第1に示す方法に準拠

して行った。測定地点を次項図2-1-5に示す。 

環境基準との比較・評価は各時間帯を通じた等価騒音ﾚﾍﾞﾙ（Leq）にて行った。 

 

① 測定結果 

令和元年度の環境騒音の測定結果を14頁表2-1-7に示す。今回騒音ﾚﾍﾞﾙが最も大きかった 

のは、昼間及び夜間とも多良見町化屋多良見公民館で昼間が55dB、夜間が48dBあった。 

 

② 環境基準達成状況 

令和元年度は、測定した全19地点において環境基準を達成していた。 

平成19年度以降の騒音ﾚﾍﾞﾙの経年変化を15～19頁図2-1-6に示す。 

 

  ※環境騒音の測定状況 
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小野出張所

有喜出張所

飯盛支所

多良見支所

本野出張所

諫早市役所

図2-1-5 環境騒音測定場所
番号 測定地点
1 山川町Ｋ宅
2 白岩町Ｙ宅
3 久山台Ｔ宅
4 真崎町Ｎ宅
5 日の出町Ｊ宅
6 城見町Ｙ宅
7 小川町Ｉ宅
8 原口町Ｋ宅
9 小船越町Ｋ宅
10 福田町Ｋ宅
11 多良見町市布Ｋ宅
12 多良見町化屋Ｏ宅
13 多良見町ｼｰｻｲﾄﾞＭ宅
14 多良見町市布Ｈ宅
15 飯盛町開Ｏ宅
16 若葉町Ｔ宅
17 小船越町Ｔ宅
18 新道町Ｍ宅
19 仲沖町Ｎ宅
20 福田町Ｍ宅
21 小野島町I宅
22 貝津町Ｋ宅
23 長田町Ｋ宅
24 有喜町Ｋ宅
25 多良見町木床Ｔ宅
26 飯盛町後田Ｎ宅
27 高来町黒崎Ｋ宅
28 高来町冨地戸Ｄ宅
29 高来町三部壱Ｙ宅
30 森山町杉谷Ｍ宅
31 森山町唐比東Ｍ宅
32 永昌町Ｎ宅
33 永昌東町Ａ宅
34 上町Ｋ宅
35 福田町Ｓ宅
36 久山町Ｍ宅
37 川内町Ｍ宅
38 多良見町中央公民館



○:適合 ×:非適

Ｌｅｑ Ｌ５０ Ｌ５ Ｌ９５ Ｌｅｑ Ｌ５０ Ｌ５ Ｌ９５ 昼 夜 昼 夜

1 山川町　Ｋ宅 R1.10.16 - R1.10.17 Ａ 48 42 53 36 42 38 45 34 55 45 ○ ○

3 久山台　Ｔ宅 R1.6.24 - R1.6.25 Ａ 45 41 48 36 38 38 41 33 55 45 ○ ○

5 日の出町　J宅 R1.6.17 - R1.6.18 Ａ 44 37 46 33 38 33 40 31 55 45 ○ ○

7 小川町 Ｉ宅 R1.10.16 - R1.10.17 Ａ 47 42 52 36 41 38 45 34 55 45 ○ ○

9 小船越町　Ｋ宅 R1.10.16 - R1.10.17 Ａ 44 41 49 36 36 34 40 31 55 45 ○ ○

11 多良見町市布　Ｋ宅 R1.10.8 - R1.10.9 Ａ 50 40 52 34 39 30 37 25 55 45 ○ ○

13 多良見町シーサイド Ｍ宅 R1.10.10 - R1.10.11 Ａ 48 35 48 25 32 25 36 22 55 45 ○ ○

14 多良見町市布 Ｈ宅 R1.10.8 - R1.10.9 Ａ 44 41 47 37 39 37 43 31 55 45 ○ ○

18 新道町 Ｍ宅 R1.10.29 - R1.10.30 Ｂ 53 50 57 44 44 41 49 36 55 45 ○ ○

19 仲沖町 Ｎ宅 R1.6.5 - R1.6.6 Ｂ 43 40 44 32 34 29 41 26 55 45 ○ ○

20 福田町 Ｍ宅 R1.6.5 - R1.6.6 Ｂ 43 39 46 33 37 33 41 26 55 45 ○ ○

21 小野島町 I宅 R1.6.17 - R1.6.18 Ｂ 47 44 52 34 40 35 46 29 55 45 ○ ○

22 貝津町 Ｋ宅 R1.6.24 - R1.6.25 Ｂ 46 43 48 40 41 41 44 39 55 45 ○ ○

23 長田町 Ｋ宅 R2.3.11 - R2.3.12 Ｂ 39 30 41 26 33 28 34 25 55 45 ○ ○

24 有喜町 Ｋ宅 R1.10.29 - R1.10.30 Ｂ 40 31 43 26 35 25 32 22 55 45 ○ ○

25 多良見町木床　Ｔ宅 R1.10.10 - R1.10.11 Ｂ 51 47 54 43 44 43 48 41 55 45 ○ ○

34 上町 Ｋ宅 R1.6.5 - R1.6.6 Ｃ 44 40 48 36 37 33 41 30 60 50 ○ ○

36 久山町 Ｍ宅 R1.6.24 - R1.6.25 Ｂ 45 43 47 40 41 41 44 39 55 45 ○ ○

38 多良見町化屋　多良見公民館 R1.11.20 - R1.11.21 Ｃ 55 49 59 43 48 42 49 38 60 50 ○ ○

昼間（６時～２２時） 夜間（２２時～６時） Leq［ﾃﾞｼﾍﾞﾙ］

1
4

表2-1-7　環境騒音測定結果（令和元年度）

番
 
号

測 定 地 点 測 定 期 間
類

型

騒音レベル  ［ﾃﾞｼﾍﾞﾙ］ 環 境 基 準 環境基準適合状況

備 考
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1.4航空機騒音の測定及び測定結果 

   航空機騒音については、環境基本法の規定に基づき「航空機騒音に係る環境基準」が

定められ、この基準の維持・達成を行政対策上の目標として総合的な施策が講じられる

こととなっている。 

   長崎空港の民間の定期路線用の滑走路は、諫早市陸部から約12km隔てた大村湾内に昭和50

年5月に開港し、南側からの着陸の場合、土師野尾町から久山町にかけて上空800～500mを通過

する。 

   本市では、航空機騒音の状況を把握するため昭和50年度から定期的に航空機騒音の測

定を行っており、令和元年度は6地点で測定を行った。 

   なお、本市においては、昭和58年6月に「航空機騒音に係る環境基準」に基づく地域類

型が指定されている。 

 

① 長崎空港の発着便（国内定期路線）の概要 

長崎空港は、長崎空港発着の国内定期路線は表2-1-7に示すとおり、令和2年3月31日

現在、1日当たり10路線37便である。また、その他に国際線として週2便の上海定期便（就

航機種：A319）、週3便の香港定期便（就航機種：A320）（※１）が運航された他、訓練

及び審査のための飛行も実施されている。なお、空港の運用時間は、平成17年8月に延

長され、午前7時から午後10時までの15時間となっている。 

また、長崎空港における出発便の飛行 

方式が一部変更となり、従来長崎空港か 

ら東京・大阪方面への出発便は、大村湾 

旋回上昇～大村市～熊本～大分のルート 

にて運航していたが、平成23年1月13日よ 

り、風向きによって飛行ルートを選択す 

ることとなり、北風時（80％）は川棚・ 

東彼杵町～波佐見～嬉野～大川～大分、 

南風時（20％）は諫早～干拓地～大川～ 

大分へのルートを飛行する計画になって 

おり、諫早市上空を年間約2,000便が飛 

行することになった。 

ちなみに、令和元年度の国内線の乗客 

数は約309万人で前年度比95％であった。 

 

 

 

 

 

※１：香港定期便・・・・・・・・H31.1.19 運航開始（週 3便） 

（令和2年3月31日現在）

便数 機種

B763

B738

A321

成田 1 A320

名古屋 中部国際 2 B738

B738

E190

DH8D

関西 1 A320

神戸 3 B738

1 B738

DH8D

DH8B

3 DH8B

2 DH8B

合計 10路線

表2-1-8 長崎空港発着の国内定期路線

路線

東京
羽田 14

壱岐

37便

大阪
伊丹 7

沖縄

福江

対馬 3
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②測定方法及び結果 

  航空機騒音の環境基準は、「航空機騒音に係る環境基準について」（昭和 48 年 12 月 27

日環境庁告示第 154 号）に基づき設定され、従来騒音の評価指標として WECPNL が指標と

して採用されてきた。 

平成 19年 12 月 17 日に航空機騒音に係る環境基準の一部が改正され、平成 25 年４月１

日より施行されることになった。これにより航空機騒音に係る評価指標は WECPNL から時

間帯補正等価騒音レベル（Lden）に変更されることとなった。 

本市においても平成 25 年度より評価方法を変更し、測定場所については従来と同様、

貝津町、久山町、若葉町、土師野尾町、久山台及び多良見町ｼｰｻｲﾄﾞの 6地点で測定を行っ

ている。令和元年度の測定結果を 22 頁表 2-1-10 に、測定地点を 23 頁図 2-1-8 に示す。

各測定地点の Lden(時間帯補正等価騒音レベル)は図 2-1-7 のとおりであり、全測定地点

で航空機騒音に係る環境基準を達成した。 

② 経年変化 

   経年変化について、表 2-1-9 及び 24頁図 2-1-9、測定機数を図 2-1-10 に示す。 

 なお、平成 24年度までの結果は WECPNL、平成 25 年度からは Lden による評価値である。 

表 2-1-9 経年変化（H24 年度まで WECPNL、H25 年度から Lden） 

 

 

H12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1

貝津町
真津山小学校

59 59 58 57 58 56 58 58 59 58 58 57 56 46 47 47 47 46 45 47

久山町
Ｓ宅

61 60 60 60 59 61 62 61 61 62 60 60 60 48 49 49 48 48 49 49

若葉町
T宅

61 61 61 60 61 60 62 61 60 62 60 58 59 48 49 50 48 50 46 47

土師野尾町
公民館

58 57 58 57 59 56 58 58 58 57 55 55 53 44 46 46 45 44 44 46

久山台
Ｋ宅

54 55 55 53 54 53 56 52 54 55 53 53 52 40 42 43 42 43 42 41

シーサイド
喜々津東小

60 60 61 60 60 61 62 61 61 60 61 58 59 49 50 51 49 50 49 52

多良見町
伊木力多目的研修館

55 54 53 51 57 － － － － － － － － － － － － － -

多良見町
大草出張所

－ － － － － 49 50 － 46 46 46 － － － － － － － -

※若葉町の測定場所については、H24より雇用促進住宅→若葉町T宅に変更
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図2-1-7 各測定地点のＬｄｅｎ（令和元年度）



評
価
値

昼
間

夕
方

夜
間

計 平均 Lden

R1.9.10 晴 0 46 28 8 0 36

R1.9.11 晴 0 47 32 6 1 39

R1.9.12 晴 0 47 31 7 0 38

R1.9.13 晴 0 46 23 8 0 31

R1.9.14 晴 0 46 30 7 0 37

R1.9.15 晴 0 47 26 8 0 34

R1.9.16 晴 0 47 23 7 0 30

R1.9.23 晴 0 50 29 8 0 37

R1.9.24 晴 0 51 31 7 1 39

R1.9.25 晴 0 49 27 7 0 34

R1.9.26 曇 0 48 24 4 0 28

R1.9.27 晴 0 47 25 6 0 31

R1.9.28 晴 0 47 25 5 0 30

R1.9.29 雨 2 48 27 5 0 32

R1.12.4 晴 0 47 25 6 0 31

R1.12.10 晴 0 44 19 1 0 20

R1.12.11 曇 0 46 22 4 0 26

R1.12.12 晴 0 49 28 6 0 34

R1.12.13 晴 0 46 22 4 0 26

R1.12.14 曇 0 49 29 7 0 36

R1.12.15 晴 0 47 22 5 0 27

R1.12.4 晴 0 46 25 6 0 31

R1.12.5 曇 0 47 29 7 0 36

R1.12.6 曇 0 49 30 7 1 38

R1.12.7 晴 0 48 32 7 0 39

R1.12.8 晴 0 46 20 5 0 25

R1.12.9 晴 0 44 22 4 0 26

R1.12.10 晴 0 42 22 1 0 23

R1.9.20 雨 20 41 22 5 0 27

R1.9.21 曇時々雨 4 43 25 7 0 32

R1.9.25 晴 0 41 27 7 0 34

R1.9.26 曇 0 40 24 4 0 28

R1.9.27 晴 0 41 25 6 0 31

R1.9.28 晴 0 41 25 6 0 31

R1.9.29 雨 2 41 26 5 0 31

R1.11.22 曇 0 49 27 5 0 32

R1.11.23 曇 0 50 22 6 0 28

R1.11.24 雨 13 54 32 8 0 40

R1.11.25 曇 0 53 33 7 0 40

R1.11.26 晴 0 49 24 4 0 28

R1.11.27 晴 0 52 32 7 0 39

R1.11.28 晴時々雨 3 52 34 7 0 41
※表右の「評価値 Lden」は各測定地点で7日間測定したものの平均値となります。
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　合のため中断
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35 47
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表2-1-10 航空機騒音測定結果（令和元年度）

測定
地点

測 定 日 天候
降
水
量

評
価
値

騒音発生回数

備考

 22



2018/09/15 11:48:29.763 00:00:30.873 11:48:14.311:48:45.10 0 42
2018/09/15 11:51:20.163 00:00:24.572 11:51:06.211:51:30.70
2018/09/15 11:56:58.761 00:00:28.571 11:56:49.211:57:17.70
2018/09/15 12:52:52.169 00:00:20.978 12:52:43.612:53:04.50
2018/09/15 12:56:36.759 00:00:24.969 12:56:29.312:56:54.20
2018/09/15 13:45:11.264 00:00:33.275 13:44:52.413:45:25.60
2018/09/15 14:05:13.964 00:00:27.075 14:05:00.414:05:27.40

6 2018/12/02 10:18:43.067 00:00:34.679 10:18:22.310:18:56.90 49
7 2018/12/02 11:15:59.267 00:00:31.677 11:15:41.611:16:13.20

23

Ⅰ類型：

Ⅱ類型：

図2-1-8 航空機騒音に係る環境基準類型指定図
及び航空機騒音測定地点図

貝津町
真津山小学校

久山町Ｓ宅

久山台Ｋ宅
若葉町T宅

土師野尾町
土師野尾公民館

シーサイド
喜々津東小学校

中核工業団地

長崎空港

（諫早中核工業団地等の工業専用地域は指定地域外）



2018/09/17 09:40:41.660.2 00:01:23.4 73.1 09:40:04.9
2018/09/17 09:44:22.865.3 00:00:17.1 72.9 09:44:14.0
2018/09/17 09:57:41.365.7 00:00:37.4 77.1 09:57:17.1
2018/09/17 10:54:05.062.6 00:00:26.0 74.2 10:53:52.7
2018/09/17 11:40:06.261.2 00:00:35.9 73.3 11:39:51.8
2018/09/17 11:58:23.662.4 00:00:26.9 73.1 11:58:08.5
2018/09/17 12:03:01.060.7 00:00:40.1 73.2 12:02:37.9

6 2018/12/04 11:53:36.367.1 00:00:07.3 72.5 11:53:31.9
7 2018/12/04 12:44:51.272.5 00:00:20.5 82.3 12:44:45.4
8 2018/12/04 12:49:35.170.9 00:00:18.2 79.7 12:49:30.1
9 2018/12/04 13:04:50.675.5 00:00:25.7 86.2 13:04:35.6

10 2018/12/04 13:50:41.372.9 00:00:22.0 82.6 13:50:30.2
11 2018/12/04 14:05:30.572.8 00:00:28.5 84 14:05:17.2
12 2018/12/04 14:27:08.272.6 00:00:20.1 81.8 14:26:55.6
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図2-1-9 WECPNL(Ｈ25～Ｌden)の経年変化
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図2-1-10 測定機数の経年変化機／日
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L10 L5 L50 L10 L5 L50 昼 夜

1 多良見町化屋I宅 国道34号 R2.2.5 - R2.2.6 2 38 41 28 29 33 17 70 65

2 小野測定局 国道57号 R2.3.11 - R2.3.12 2 47 50 36 36 39 21 70 65

3 小豆崎測定局 国道207号 R2.3.12 - R2.3.13 2 43 46 33 27 31 16 70 65

4 高来町峰S宅 国道207号 R2.3.16 - R2.3.17 － 43 46 32 33 37 20 － －

表2-2-2　道路交通振動測定結果（令和元年度）

番
 
 
号

測定場所 道路名 測定期間

規
制
区
域

振動ﾚﾍﾞﾙ（ﾃﾞｼﾍﾞﾙ） 要請限度

昼（8～20時） 夜（20～8時） (ﾃﾞｼﾍﾞﾙ）

２．振  動 

2.1 振動の概況 

   振動は、各種公害の中で騒音・悪臭とともに感覚公害といわれている。 

   振動の規制については、振動規制法により指定地域内の工場及び事業場におけ

る事業活動並びに建設工事に伴って発生する相当範囲にわたる振動について必要

な規制を行うとともに、道路交通振動に係る要請の措置が定められている。 

従来、市町村の事務であった振動の測定、特定施設に対する改善勧告及び改善

命令等に加え、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための

関係法律の整備に関する法律（第２次一括法）（平成 23 年法律第 105 号）により、

平成 23 年度に振動規制法が改正され、それまで県が行ってきた規制区域の指定等

の事務も市が行うこととなった。 

改正後の振動規制法の体系を次頁図 2-2-1 に示す。 

  令和元年度中の振動規制法に基づく特定施設、特定建設作業届出状況は次頁表

2-2-1 のとおりである。 

 

2.2 道路交通振動の測定及び測定結果 

   市では振動規制法第19条に基づき、毎年定期的に市内の主要幹線道路を中心に

測定を行い、振動規制法第16条に係る道路交通振動の要請限度に係る評価を行っ

ている。令和元年度は国道4地点で測定を実施、振動ﾚﾍﾞﾙの測定は、「振動規制法

施行規則」（昭和51年11月10日総理府令第58号）別表第2の備考5～8に準拠して行

った。 

① 測定結果 

    測定結果を表2-2-2に、測定地点を7頁の図2-1-4に示す。 

  今回もっとも大きい振動レベルが計測されたのは、昼間及び夜間とも小野測定局

で昼間の時間帯が47dB、夜間の時間帯が36dBであった。 

② 要請限度超過状況 

要請限度が適用される多良見町化屋I宅、小野測定局及び小豆崎測定局においては、

道路交通振動に係る要請限度を大きく下回っていた。 

③ 経年変化 

経年変化は27頁図2-2-2に示すとおりである。平成21年度より長田バイパス開通に

より、国道207号は交通量が減少し振動のレベルの低下が見られる。 
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（１）特定施設 （R2.3.31現在）

（２）特定建設作業

表2-2-1  振動規制法に基づく各種届出状況（令和元年度）

届出の種類 設 置 届 出 使 用 届 出 使 用 全 廃 届 出 数 変 更 届 出
工場等実数 施 設 数

 施 設 名 施 設 数 工場等数 施 設 数

  １．金属加工機械

工場等数 施 設 数 工場等数 施 設 数 工場等数

  ３．土石用破砕機等

1 5

  ２．圧縮機

0 0

-1 -1 10 42

  ５．ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸﾏｼﾝ等

  ４．織機

0 0

0 0

  ７．印刷機械

  ６．木材加工機械

4 21

0 0

  ９．合成樹脂用射出成形機

  ８．ロール機

0 0

0 0

計

１０．鋳型造型機

-1 15 68

0 0

-1

そ の 他 の 届 出 作 業 の 種 類 届 出 件 数

実       数

防 止 の 方 法 氏 名 等 １．くい打機等を使用する作業 1

届 出 の 種 類 承 継 届 出 計 ２．鋼球を使用して破壊する作業 0

21

計 22

変 更 届 出 変 更 届 出 ３．舗装版破砕機を使用する作業 0

件 数 0 1 0 1 ４．ブレーカーを使用する作業

 

 

 

1. 図中にあげた項目以外に、、国の援助、研究の推進等、条例との関係等について定めている。

振 動 規 制 法

特 定 施 設 届 出 事 務

報 告 検 査

工場 ・ 事業 場 振 動

（ 一 部 適 用除 外）

（注）

改 善 勧 告 改 善命令

道路管理者へ 道路 の舗 装、維持 、修 繕の 要請要 請 限 度

：国が行う事務

：都道府県、市が行う事務

：市町村が行う事務

都 道 府 県 公 安 委 員 会 へ 交 通 規 制 の 要 請測 定道路 交通 振動 道 路 交 通 振 動

規 制 基 準 ( 告 示）

振動防止に係る関係行政機関
の長に対する協力要請等

図2-2-1  振動規制法の体系図

測 定

罰 則

地 域 指 定 建設 作業 振動

特定工場等

電気、ｶﾞｽ工、鉱山施設に係る要請

電気、ｶﾞｽ・鉱山法の
工 作 物 ・ 施 設

届 出 事 務 罰 則特 定 建 設 作 業

報 告 検 査

計 画 変 更 勧 告

測 定

規 制 基 準規制基準の 範囲 （告 示）

罰 則

罰 則改善勧告 改善 命令

罰 則

罰 則



図2-2-2 道路交通振動の経年変化
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規制区域外のため基準適用なし
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：市町村長(特別区の区長を含む）が行う事務

：国が行う事務

測定の委託

※臭気測定業務従事者
等に委託できる。

報告徴収

立入検査

応急措置命令

悪臭の測定

臭気測定業務従事者
に係る試験等

改

善

命

令

罰

則

改

善

勧

告

事故時の措置

工場・事業場か
ら排出される悪
臭の防止

規制基準の
範囲の設定

特定悪臭物質規制

or 臭 気 指 数 規 制

規制地域
の指定

規制基準
の設定

図2-3-1 悪臭防止法の体系図

図中に掲げた以外に、国の援助、研究の推進、関係行政機関等の協力、条例との関係等について定められている。

【啓発普及その他総合施策実施等国の責務】

特定悪臭物
質の指定

臭 気 指 数

悪臭防止対
策の推進

悪臭が生じる物
の焼却の禁止

水路等における
悪臭の防止

【日常生活に伴う悪臭発生の防止】

【野外での多量焼却の禁止】

悪臭防止法
による規制

国民及び地方公
共団体の責務

【水路管理者の悪臭防止の適切管理】

【住民への支援等地方公共団体の責務】

国民の責務

（注）.

３．悪臭 

3.1 悪臭の防止対策と概況 

    悪臭は、騒音・振動と同様に人の感覚により不快と感じられる感覚的公害と言われる。 

   悪臭防止法は、指定地域内の工場・事業場における事業活動に伴って発生する悪臭に

ついて必要な規制を行い、その他悪臭防止対策を推進することにより、生活環境を保全

し、国民の健康の保護に資することを目的としている。 

  昭和 47 年の法施行当初より、国が悪臭の原因となる特定悪臭物質（現在アンモニア、

硫化水素等 22 物質）を指定し、これらの特定悪臭物質の排出を規制する「物質濃度規制」

により悪臭の規制を行ってきた。これに加え、平成 7年 4月に悪臭防止法の一部を改正、

個々の特定悪臭物質の規制基準は満たしていても、多数の物質が複合して強い臭いとな

る「複合臭」や特定悪臭物質以外の悪臭に対する苦情に対応すべく、従来の規制方法（物

質濃度規制）に加えて人間の嗅覚による悪臭の測定法「嗅覚測定法」を用いる、いわゆ

る「臭気指数規制」が導入されるとともに、日常生活に伴う悪臭の防止等についての関

係者の責務が新たに規定された。 

   なお、嗅覚測定法による規制（臭気指数規制）は、「特定悪臭物質の規制によっては生

活環境を保全することが十分でないと認められる区域」について、特定悪臭物質による

規制に替えて行うことができるとされている。悪臭防止法の体系を図 2-3-1 に示す。 

従来、市町村の事務であった悪臭の測定、悪臭発生施設に対する改善勧告及び改善命

令等に加え、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律（第２次一括法）（平成 23年法律第 105 号）により、平成 23年度

に悪臭防止法が改正され、それまで県が行ってきた規制区域の指定等の事務も市が行う

こととなった。 

また、昭和 59 年には嗅覚測定法に基づく悪臭評価を基本にした長崎県悪臭防止指導要

綱が制定されている。この要綱は、県下全域に適用され、区域の区分に応じて工場等の

敷地境界線及び煙突等における指導基準が定められている。 
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H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

ボイラー 102 100 100 99 96

加熱炉 2 2 2 2 2

乾燥炉 9 11 9 9 9

廃棄物焼却炉 15 15 15 13 13

ガスタービン 13 13 13 12 12

ディーゼル機関 41 42 43 44 47

182 183 182 179 179

土石の堆積場 20 21 21 21 21

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ及びﾊﾞｹｯﾄｺ
ﾝﾍﾞｱ

47 49 49 49 49

破砕機及び摩砕機 26 28 28 28 27

ふるい 18 18 18 18 18

111 116 116 116 115

塗装用の乾燥施設 0 0 0 0 0

工業用の洗浄施設 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

295 301 300 297 296

揮

発

性

有

機

化

合

物

排

出

施

設

小　計

合　計

種別

ば
い
煙

発
生
施
設

小　計

粉
じ
ん

発
生
施
設

小　計

表 2-4-1 ばい煙発生施設等設置届出状況

４．大 気 

4.1 大気汚染の概況 

   大気汚染については、人の健康を保護する上で維持することが望ましい基準として、二酸

化窒素、一酸化炭素、ベンゼン、ダイオキシン類及びジクロロメタン等の10物質に、平成21

年9月微小粒子状物質（PM2.5）が追加され、現在11物質について環境基準が定められている。 

   大気汚染防止法では、工場及び事業場における事業活動や建築物の解体等に伴うばい煙等

の規制、有害大気汚染物質対策の推進、自動車排出ガスに係る許容限度を定めること等が規

定されている。また、大気を汚染する恐れのある一定規模以上の施設（「ばい煙発生施設」、

「一般粉じん発生施設」、「特定粉じん発生施設」及び「揮発性有機化合物排出施設」）や特

定粉じん（石綿）排出作業に対し、施設設置（作業開始）の都道府県知事に対する届出や規

制基準の遵守等を義務づけている。 

   平成12年1月に施行されたダイオキシン類対策特別措置法では、ダイオキシン類の大気環

境基準が設定され、さらに一定規模以上の廃棄物焼却炉等同法に規定する特定施設を有する

事業所に対して、施設設置等の届出、排出基準の遵守、自主測定等を義務付けている。 

   本市におけるばい煙、粉じん発生施設及び揮発性有機化合物排出施設の届出状況は、表2-4-1

のとおりである。（県央保健所届出 諫早市管内分） 

  大気汚染物質の代表的なものには、硫黄酸化物、窒素酸化物、一酸化炭素、浮遊粒子状物

質、光化学オキシダント等がある。硫黄酸化物は、工場における重油の燃焼によって発生す

るものがほとんどであり、その対策は進んでいる。二酸化窒素は、物の燃焼により発生した

一酸化窒素が大気中で酸化されて生成し、酸性雨や光化学オキシダントの起因物質とされる。

工場・事業所、自動車が大きな発生源であるが、ビルや一般家庭などからの発生（主に暖房

器具からの排出）も無視できない。 

一酸化炭素は、物の不完全燃焼に

より発生するもので、大気中の一

酸化炭素発生源のほとんどは自

動車排ガスによるものと考えら

れる。大気汚染の調査は、大気汚

染防止法の規定に基づき長崎県

等により測定が行われており、令

和元年度諫早市内では一般環境

大気測定局1箇所で常時監視が行

われ、4箇所で有害大気汚染物質

の調査が実施された。 

   また、県の調査に加えて、本市

においても市環境保全条例に基

づき幹線道路沿道において年4回、

大気汚染の調査を行った。 
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4.2大気環境の調査結果 

①大気汚染防止法等に基づく測定 

 長崎県が大気汚染防止法等に基づいて行っている測定であり、測定項目、測定場所等を 

表 2-4-2、表 2-4-3 に、測定地点を次頁図 2-4-1 に

示す。 

また、令和元年度の有害大気汚染物質等の測定結

果を表 2-4-3 に、一般環境大気測定局における測定

結果を 32～34 頁表 2-4-4～表 2-4-8 に、その経年変

化を 35 頁図 2-4-2～図 2-4-6 に示す。 

ダイオキシン類については大気環境基準値（年平均

値：0.6pg-TEQ／m3）を大幅に下回っており、ベンゼ

ン、トリクロロエチレン等の有害大気汚染物質につい

ても、全て環境基準を達成している。 

光化学オキシダントについては、令和元年度も県

内全ての測定局で環境基準を達成していない状況である。平成 21 年 5 月には、諫早市でも

初めてオキシダント注意報（発令基準 0.120ppm）が発令されたが、これ以降諫早市におい

て注意報は発令されていない。 

微小粒子状物質（PM2.5）については、平成 24年 4 月より県において測定が開始されてい

る。環境省の暫定指針に基づく注意喚起の対象区域を 6ブロック（県北・県央・県南・五島・

壱岐・対馬）に区域分けし、令和元年度末現在、計 18 局で測定を行っている。平成 25年 3

月 19 日には、壱岐地区で県内初めて注意喚起が県より発表され、平成 25 年度は、11 月 3

日に本土地区、平成 26年 2 月 3日に県央地区に注意喚起(※1)が発表された。令和元年度は

すべての測定局で環境基準を達成した。 

(※1)平成 25 年 12 月に注意喚起に係る県の対応方針が見直され、早朝 5～7時の 

3 時間の平均値が 85μg/㎥を超過し、または午前 5～12 時の 8時間の平均 

値が 80 日μg/㎥を超過することにより、平均値 70μg/㎥を超過することが 

予想される場合に注意喚起が発表される。 

  

表2-4-2　一般環境大気測定局の測定項目

測定局名 所在地 測定項目

二酸化硫黄

浮遊粒子状物質

二酸化窒素

光化学オキシダント

微小粒子状物質

一酸化窒素

メタン

非メタン炭化水素

風向・風速

諫
早
大
気
測
定
局

（

旧
西
諫
早
観
測
所
）

馬
渡
町

表　2-4-3　令和元年度　有害大気汚染物質の調査結果

測定局名
地域
区分

所在地 測定項目
環境
基準

H29
平均値

H30
平均値

R1
平均値

ベンゼン 3 － 0.86 0.69

トリクロロエチレン 200 － 0.14 0.10

テトラクロロエチレン 200 － 0.10 0.10

ジクロロメタン 150 － 0.64 0.35

県央保健所 栄田町 ダイオキシン類* 0.6 － 0.010 0.011

トリクロロエチレン 200 6.6 2.8 4.2

テトラクロロエチレン 200 <0.1 0.35 0.22

ジクロロメタン 150 0.70 0.69 0.36

福田町公民館 一般
環境

福田町

中核工業団地
工業振興会館

発生源
周辺

津久葉町

　※地域区分の一般環境は、測定地点見直しのため
　　H29のデータはなし。

国道34号山川
交通公害測定局

沿道 山川町 ベンゼン 3 0.720.79 0.84

単位:（μg/m³）
* ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の単位（pg-TEQ/m3）
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山川監視局

諫早市役所

小野出張所

有喜出張所

森山支所多良見支所

真津山出張所

本野出張所

長田出張所

高来支所

諫早駅

諫早商業高

図 2-4-1 大気環境測定地点

諫早警察署 本諫早駅

34

207

34

207

57

251

小野監視局

小豆崎監視局

諫早測定局

中核工業団地

工業振興会館

大村湾

橘湾

諫早湾干拓調整池

貝津監視局

県 市

津久葉町　中核工業団地内 ○
諫早測定局(旧西諫早観測所） ○
福田町公民館 ○
県央保健所 ○
山川監視局 ○ ○

小豆崎町Ｙ宅※ ○

宗方町Ｍ宅※ ○

貝津町Ｓ宅※ ○

※は平成25年度まで測定

実施機関
測定場所

大気環境測定場所

福田町公民館

県央保健所



表2-4-4  二酸化硫黄の月間測定結果表（令和元年度）

測定局 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間値

有効測定日数 （日） 30 31 30 31 7 13 30 31 29 29 31 292

測定時間 （時間） 717 740 714 740 181 326 718 742 718 692 742 7030

月平均値 （ppm） 0.001 0.002 0.001 0 0.001 0 0.001 0.001 0 0.001 0.001 0.001

１時間値が0.1ppmを超えた時間数 （時間） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日平均値が0.04ppmを超えた日数 （日） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１時間値の最高値 （ppm） 0.070 0.039 0.015 0.010 0.013 0.016 0.027 0.006 0.008 0.014 0.009 0.070

日平均値の最高値 （ppm） 0.006 0.009 0.003 0.002 0.003 0.002 0.006 0.003 0.002 0.005 0.002 0.009

　※令和元年９月については、機器の不具合のため欠測。

表2-4-5  浮遊粒子状物質の月間測定結果表（令和元年度）

測定局 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間値

有効測定日数 （日） 30 31 30 29 6 13 30 31 29 29 31 289

測定時間 （時間） 719 743 719 727 167 326 719 742 719 694 744 7019

月平均値 （mg/m3） 0.016 0.018 0.016 0.014 0.018 0.012 0.014 0.014 0.012 0.016 0.014 0.015

１時間値が0.20mg/m3を超えた時間数 （時間） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日平均値が0.10mg/m3を超えた日数 （日） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１時間値の最高値 （mg/m3） 0.058 0.05 0.054 0.049 0.049 0.073 0.056 0.080 0.065 0.080 0.060 0.080

日平均値の最高値 （mg/m3） 0.032 0.034 0.034 0.027 0.030 0.021 0.035 0.039 0.026 0.045 0.026 0.045

　※令和元年９月については、機器の不具合のため欠測。
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表2-4-6  二酸化窒素の月間測定結果表（令和元年度）

測定局 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間値

有効測定日数 （日） 30 31 30 31 7 13 30 31 31 27 31 292

測定時間 （時間） 717 740 713 740 182 326 718 741 743 672 741 7033

月平均値 （ppm） 0.005 0.004 0.004 0.004 0.004 0.006 0.008 0.009 0.008 0.008 0.006 0.006

１時間値の最高値 （ppm） 0.023 0.021 0.017 0.016 0.009 0.019 0.029 0.028 0.030 0.032 0.026 0.032

日平均値の最高値 （ppm） 0.007 0.007 0.008 0.007 0.004 0.009 0.014 0.016 0.015 0.011 0.010 0.016

１時間値が0.2ppmを超えた時間数 （時間） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１時間値が0.1ppm以上0.2ppm以下の時間数 （時間） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日平均値が0.06ppmを超えた日数 （日） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日平均値が0.04ppm以上0.06ppm以下の日数 （日） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　※令和元年９月については、機器の不具合のため欠測。

表2-4-7  光化学オキシダントの月間測定結果表（令和元年度）

測定局 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間値

昼間測定日数 （日） 30 31 30 25 8 14 30 31 31 29 31 290

昼間測定時間 （時間） 449 464 445 371 115 203 449 463 464 422 463 4308

昼間の１時間値の月平均値 （ppm） 0.043 0.053 0.044 0.031 0.025 0.033 0.031 0.025 0.029 0.034 0.039 0.035

昼間の１時間値が0.06ppmを超えた日数 （日） 12 24 13 4 1 1 4 0 0 4 6 69

昼間の１時間値が0.06ppmを超えた時間数（時間） 67 190 72 12 1 3 8 0 0 9 29 391

昼間の１時間値が0.12ppm以上の日数 （日） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　※令和元年９月については、機器の不具合のため欠測。
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表2-4-8  微小粒子状物質の月間測定結果表（令和元年度）

測定局 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間値

有効測定日数 （日） 30 31 30 31 11 30 31 30 31 31 29 29 344

測定時間 （時間） 719 742 718 743 291 716 741 719 743 743 692 712 8279

月平均値 （μｇ/ｍ³） 16.3 17.9 16.1 12.1 14.1 10.9 12.7 14.5 14.9 12.9 15.9 11.7 14.2

日平均値の最高値 （μｇ/ｍ³） 29.6 31.8 35.2 26.5 27.8 26.4 21.9 35.1 28.3 29.0 47.4 22.5 47.4

日平均値が35.0μｇ/ｍ³を超えた日数 （日） 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 2 0 4
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②諫早市環境保全条例に基づく測定

全ての項目で測定開始時と比較し低減傾向にあり、大気環境は良好に保たれていると

及び車の性能向上によるものと推測される。

　このため、道路環境悪化の可能性は低いと思われること、また約30年間のデータが

町、宗方町、小豆崎町の３地点においては測定を終了した。しかし、山川町について

は、今後、道路環境が変化する可能性があるため、平成26年度以降も引き続き測定を

イ）測定結果及び測定地点変更の理由

蓄積されており、大気環境測定について一定の役割を終えたと言えることから、貝津

行っている。

　令和元年度の測定結果を次頁表2-4-10に示す。環境基準が定められている二酸化窒

素及び一酸化炭素については、全ての測定日において環境基準値を達成していた。

　諫早市では、交通量の多い幹線道路沿いの大気環境状況を把握するため、平成25年

度までは山川町、貝津町、宗方町、小豆崎町の４地点において大気環境測定を行って

きた。しかし、図2-4-7に示すとおり測定開始時より環境基準を超過したことはなく、

いえる。これは、道路拡幅やバイパス開通による自動車の流れの改善や交通量の減少

ア）測定方法、測定場所等

   諫早市が市環境保全条例に基づき行っている測定であり、測定項目、測定場所等

を表2-4-9に、測定地点を31頁の図2-4-1に示すとおり行っていたが、平成26年度か

らは山川町１地点のみで測定を行っている。
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表2-4-9　大気環境測定項目、測定場所、年間測定回数

道路名・測定場所

国道34号 国道34号 国道57号 国道207号

測定項目 山川町※ 貝津町 宗方町 小豆崎町

二酸化窒素 4 4 4 4

一酸化炭素 2 - - -

非メタン炭化水素 1 - - -

　※平成26年度以降は山川町の1地点のみで測定

測定場所

環境基準：1時間値の1日平均値が0.04ppmか

ら0.06ppmのゾーン内又はそれ以下であること
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二酸化窒素
一 酸 化

炭 素
非 ﾒ ﾀ ﾝ
炭 化 水 素

山 川 町 山 川 町 山 川 町

R1.5.20 0.005 － －

R1.5.21 0.006 － －

R1.5.22 0.009 － －

R1.5.23 0.011 － －

R1.5.24 0.008 － －

平均値 0.008 － －

R1.8.26 0.009 － －

R1.8.27 0.005 － －

R1.8.28 0.003 － －

R1.8.29 0.004 － －

R1.8.30 0.007 － －

平均値 0.006 － －

R1.11.11 0.010 0.4 －

R1.11.12 0.013 0.4 －

R1.11.13 0.012 0.4 －

R1.11.14 0.006 0.2 －

R1.11.15 0.014 0.3 －

平均値 0.011 0.3 －

R2.2.17 0.010 0.2
0.03
(0.03)

R2.2.18 0.013 0.2
0.06
(0.07)

R2.2.19 0.012 0.3
0.14
(0.29)

R2.2.20 0.006 0.3
0.13
(0.24)

R2.2.21 0.014 0.3
0.15
(0.22)

平均値 0.011 0.3 0.10

測定日

表2-4-10   令和元年度 大気環境測定結果一覧表
      （諫早市測定分 単位：ppm)

37

※光化学オキシダントの日最高時間値0.06ppmに対応する午前6時～9時までの

非メタン炭化水素の3時間平均値は0.20ppmC～0.31ppmCの範囲に相当する。

（昭和51年8月13日 環境庁告示220号）。

※日平均値の（）内の数字は午前6時～9時までの平均値。
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５．水質 

5.1 水質汚濁の概況 

水質汚濁の防止対策として、主に次の 2つが挙げられる。第一に環境基本法により公

共用水域及び地下水について設定される「環境基準」である。この環境基準は、行政上

の目標値としての性格を持ち、達成するために各種の施策が行われることとされている。 

公共用水域に設定される「人の健康の保護に関する環境基準」、いわゆる健康項目につ

いては、カドミウム等の重金属類、トリクロロエチレン等の有機塩素系化合物、シマジ

ン等の農薬に加え、平成 21 年 11 月に 1,4-ジオキサンが追加され、現在 27 項目について

設定されている。 

「地下水の水質汚濁に係る環境基準」については、シス-1,2-ジクロロエチレンを除く

上記 26 項目に塩化ビニルモノマー、1,2-ジクロロエチレンの 2 項目を加えた 28 項目に

基準値が設定されている。 

「生活環境の保全に関する環境基準」、いわゆる生活環境項目については、公共用水域

の利用目的に応じた類型ごとにｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ等の項目について設定され、さら

に富栄養化対策が必要な湖沼・海域については、窒素及び燐についても設定されている。 

また、従来とは異なり、公共用水域における水生生物及びその生息又は生育環境を保

全するという観点から、「水生生物の保全に係る水質環境基準」として平成 15 年度に全

亜鉛、平成 24年度にノニルフェノールとアルキルベンゼンスルホン酸について、公共用

水域の類型ごとに基準値が設定されている。 

   この他に、人の健康の保護に関連する物質又は水生生物の保全に係る物質ではあるが、

公共用水域等における検出状況等から見て、現時点では直ちに環境基準項目とせず、引

き続き知見の集積に努めるべきと判断されるものについて、それぞれ「人の健康の保護

に関する要監視項目」（ｸﾛﾛﾎﾙﾑ等 26 項目）、「水生生物の保全に係る要監視項目」（2,4-ｼﾞ

ｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ等 6 項目）として位置付け、継続して公共用水域等の水質測定を行い、その推

移を把握していくこととされている。 

 

環境基準が前述のとおり行政上の目標値であるのに対し、水質汚濁防止法（以下「法」

という。）では、工場及び事業場から公共用水域に排出される水及び地下に浸透する水の

規制、また生活排水対策の推進等により公共用水域の水質汚濁防止を図ることとされて

おり、法に基づく特定施設を有する事業場（特定事業場）に対して、施設設置等の届出、

排水基準の遵守等を義務付けている。 

排水基準については、平成 23 年度に 1,1,-ジクロロエチレンの排除基準値が 0.2mg/l

から 1mg/l に見直されたのに続き、平成 24 年度には有害物質項目に 1,4-ジオキサンが新

たに追加され、現在、有害物質 28項目、生活環境 15 項目について許容限度が定められ

ている。 

 

これらの他に、平成 12年 1 月に施行されたダイオキシン類対策特別措置法では、ダイ

オキシン類の水質環境基準が設定され、さらに同法に基づく特定施設を有する事業所に

対して施設設置等の届出、排出基準の遵守、自主測定等を義務付けている。 

 

水質汚濁法に基づく諫早市管内の特定施設設置状況は、次頁表2-5-1のとおりである。 
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 H26 H27 H28 H29 H30 R1

畜産農業又はｻｰﾋﾞｽ業 388 388 389 389 313 313 金属製品・機械器具製造業 1 1 1 1 1 1

畜産食料品製造業 13 14 14 15 14 14 浄水施設 2 2 2 2 2 2

水産食料品製造業 30 30 30 30 30 31 酸・アルカリ表面処理施設 11 11 11 11 11 11

野菜・果実保存食料品製造業 101 102 104 103 105 104 電気メッキ施設 1 1 1 1 1 1

みそ・醤油等製造業 5 7 8 7 7 7 旅館業 76 74 74 71 53 55

パン・菓子製造業・製あん業 3 3 3 3 3 3 共同調理場 6 6 6 6 6 6

米菓・こうじ製造業 2 2 2 2 2 2 弁当仕出業・弁当製造業 1 1 1 1 1 1

飲料製造業 2 2 2 2 2 2 飲食店 19 19 17 17 16 16

動物系飼料等製造業 4 4 4 4 4 4 洗濯業 39 37 37 37 30 30

動植物油脂製造業 1 1 1 1 1 0 写真現像業 17 17 16 16 16 15

めん類製造業 8 8 7 7 7 7 病院 4 4 4 4 4 4

豆腐・煮豆製造業 40 40 40 40 40 40 と畜業・へい獣取扱業 1 1 1 1 1 1

冷凍調理食品製造業 3 3 3 3 3 3 自動車分解整備事業 2 2 2 1 1 1

新聞業・出版業・印刷業・製
版業

2 2 2 2 2 2 自動式車輌洗浄施設 73 74 76 73 78 78

試薬製造業 0 0 0 0 0 0 試験・研究・検査機関 9 9 9 11 11 12

セメント製品製造業 12 12 12 12 12 12 一般廃棄物処理施設 3 3 3 3 3 3

生コンクリート製造業 12 11 10 9 9 5 し尿処理施設 25 25 24 24 24 24

砕石業 1 1 1 1 1 1 下水道終末処理施設 6 6 6 6 6 6

非鉄金属製造業 1 1 1 1 1 1
特定事業場から排出される水
の処理施設

2 2 1 1 1 1

合       計 926 926 925 918 822 819

種      別種      別
施 設 数 施 設 数

表2-5-1  特定施設設置状況（令和2年3月31日現在）

H26 H27 H28 H29 H30 R1

パン・菓子製造業 14 14 13 13 13 13

飲食店・そうざい製造業 106 106 105 105 106 106

給食施設 8 8 8 8 8 8

合    計 128 128 126 126 127 127

表2-5-2　県指定施設（汚水処理）設置状況

              （R2年3月31日現在）

種         別
施  設  数

（資料提供）長崎県県央保健所 

 

 

 

「大村湾及び同湾に流入する公共用水域」及び「本明川水系」に関しては、県条例に

より法の一律排水基準より厳しい基準（上乗せ排水基準）が定められている。  

さらに、本市西側に位置する大村 

湾は、非常に閉鎖性が強く外海との

海水交換が少ないため、陸域から流

入した汚濁物質が湾内に蓄積しやす

い特徴を有していることから、 

大村湾及び同湾に流入する公共用水

域については「上乗せ排水基準」に

加え、法の規制対象外の施設に対し

ても長崎県未来につながる環境を守り育てる条例により「横出し排水基準」（指定施設）

を設定し規制を加えている。 

長崎県未来につながる環境を守り育てる条例に基づく汚水等に係る指定施設の設置状

況は、表 2-5-2 のとおりである。     

（資料提供）長崎県県央保健所 
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鉄道橋（Ａ類型） 天満公園前（Ｂ類型） 旭町（Ｂ類型）

環境基準

（B類型）3mg/l

環境基準

（A類型）2mg/l

図 2-5-1 本明川の水質（BOD75%値）の経年変化

また、平成 15年度には、総合的な観点から大村湾の水質改善や自然環境の保全を進め

るとともに、大村湾域の活性化を図るための基本的指針として、県により「大村湾環境

保全・活性化行動計画」が策定され、当該計画に基づき種々の事業が実施されている（平

成 31 年 3月に改定、第 4期計画となっている）。 

同湾の水質は、昭和 40年代以降の都市化の進展や人口増加により、昭和 51 年以降環

境基準値 2.0ｍｇ/L を達成できない状況が続いていたが、近年は各種対策の効果もあり

水質については、少しずつ改善傾向もみられるようになってきている。 

 

同様に有明海も閉鎖性が強い内湾であり、その水質についても環境基準未達成の調査

地点が見られる。また、有明海域環境への影響が懸念されている諫早湾干拓調整池（以

下「調整池」という。）は湖沼扱いとなるが、こちらもＣＯＤ等の環境基準を達成してい

ない状況である。 

このため、有明海については「有明海及び八代海を再生するための特別措置に関する

法律」に基づく県計画が策定され、有明海の再生に向けた各種対策が実施されている。 

調整池についても、調整池の恒久的な水質保全や自然豊かな水辺環境づくりを推進す

るための計画として「諫早湾干拓調整池水辺環境の保全と創造のための行動計画」が県

により策定され（令和元年 8月に改定、第 3期計画となっている）、各種対策が実施され

ている。 

 

また、本市においては前述の大村湾及び有明海（調整池含む）流域に加え、橘湾流域

についても法に基づく生活排水対策重点地域（以下「重点地域」という。）に指定されて

おり、全市域が重点地域となっている。このため生活排水対策推進計画を策定し、生活

排水処理施設の整備や市民への生活排水対策に関する啓発活動を推進している。 

 

5.2 公共用水域水質汚濁調査結果 

公共用水域の水質汚濁の監視測定は、法に基づく公共用水域水質測定計画に従い、長

崎県などにより行われている。環境基準が設定されている河川のＢＯＤの経年変化を図

2-5-1 及び図 2-5-2 に示す。また、生活環境項目と健康項目の測定結果について、それぞ

れ 42 頁表 2-5-3、43～47 頁表 2-5-4 に、測定地点を 48 頁図 2-5-3 に示す。 
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図 2-5-2 東大川、喜々津川及び境川の

水質（BOD75%値）の経年変化

東大川 佐代姫橋（Ａ類型） 喜々津川 江川橋上堰（Ｂ類型） 境川 昭栄橋（Ａ類型）

環境基準

（A類型）2mg/l

環境基準

（B類型）3mg/l

 

近年は公共下水道や浄化槽等汚水処理施設の整備・普及が進んだこと、また、市民に

対する生活排水対策の啓発等ソフト事業を推進したことにより、市内河川の水質は概ね

改善傾向にあり、環境基準が設定されている河川全てで基準を達成している。 

 

本市においても諫早市環境保全条例に基づき、国及び県が測定していない河川を中心

に水質測定を行っており、令和元年度は20地点において測定を行った。測定結果を49頁

～54頁表2-5-5に、平成27年度以降の河川経年変化を55頁～61頁図2-5-4に示す。測定地

点は48頁図2-5-3のとおりである。 

河川の水質は、天候や、流域環境の影響を受けやすく、特に生活排水や工場排水等の

流入が大きい河川ほどその影響は顕著に現れる。 

生活排水については前述のとおり、汚水処理施設の整備・普及等により着実に河川へ

の流入負荷を削減してきており、今後も計画的に整備面積を拡大し普及を進めることで

さらなる水質改善が期待される。工場排水等の大きな排出源については、県等と協力し

排水基準の遵守や汚水処理施設の適正な運転管理を徹底させるほか、公共下水道等の供

用開始区域については接続を指導していく。 

河川水質については、これらの対策を推進することにより改善傾向が見られているが、

海域、特に閉鎖性が強い大村湾については、これまでに流れ込んだ汚濁負荷が湾内に蓄

積されていることもあり、特に湾奥部について環境基準を達成することができない地点

が見られる。このため、大村湾の水質改善のために、長崎県が策定した大村湾環境保全・

活性化行動計画に基づき、長崎県、流域住民、流域自治体及び環境保全活動団体が協力・

連携して各施策に取り組むことで水質目標の達成を目指している。 



最小 最大 x y 平均 中央 75%値

1 本明川 鉄道橋 Ａ - 7.9 8.9 2 12 9.3 12 0 12 11 0.5 1.4 0 12 0.5 1.4 0 12 0.9 1.0 1.2 1 13 0 12 4 790 33000 11 12 14000 0.91 1.3 - 4 1.1 0.11 0.21 - 4 0.16

2 本明川 天満公園前 Ｂ - 8.1 9.2 6 12 9.9 14 0 12 12 0.5 1.4 0 12 0.5 1.4 0 12 1.0 1.0 1.2 1 16 0 12 4 1100 79000 6 12 22000 0.69 1.3 - 4 1 0.1 0.20 - 4 0.1400

3 本明川 旭町 Ｂ - 7.9 9.4 5 12 10.0 16 0 12 12 0.6 1.6 0 12 0.6 1.6 0 12 1.2 1.1 1.5 1 7 0 12 4 490 49000 8 12 17000 0.43 1.4 - 4 1.0 0.092 0.22 - 4 0.13

4 本明川 不知火 Ｂ - 7.6 8.7 1 12 7.3 11 0 12 9.5 0.7 3.8 1 12 0.7 3.8 1 12 1.6 1.7 1.9 3 36 2 12 15 1700 33000 10 12 14000 1.2 1.7 - 4 1.5 0.120 0.19 - 4 0.15

5 喜々津川 江川橋上堰 Ｂ - 7.8 8.2 0 6 6.0 12 0 6 9.8 <0.5 1.0 0 6 <0.5 1.0 0 6 0.7 0.6 0.9 2 5 0 6 3 1700 49000 2 6 18000 0.88 1.1 - 4 0.96 0.036 0.08 - 4 0.067

6 境川 昭栄橋 Ａ - 7.5 8.4 0 6 9.2 12 0 6 11 <0.5 0.7 0 6 <0.5 0.7 0 6 0.6 <0.5 0.7 <1 4 0 6 2 130 2300 3 6 1100 0.29 0.77 - 6 0.49 0.009 0.026 - 6 0.019

7 東大川 佐代姫橋上堰 Ａ - 7.5 7.8 0 6 8.2 11 0 6 9.7 <0.5 1.4 0 6 <0.5 1.4 0 6 0.9 0.6 1.4 1 7 0 6 4 1100 22000 6 6 8000 0.99 1.6 - 4 1.2 0.032 0.100 - 4 0.064

8 西大川 高速道下流 - - 7.2 8.2 - 6 7.9 11 - 6 9.7 <0.5 2.9 - 6 <0.5 2.9 - 6 1.2 0.9 1.4 1 8 6 3 330 23000 - 6 9800 0.85 1.2 - 4 1.0 0.020 0.029 - 4 0.024

9 半造川 半造橋 - - 7.5 8.0 - 12 7.2 10 - 12 8.5 1.0 3.5 - 12 1.0 3.5 - 12 2.1 2.1 2.4 7 22 12 11 3300 49000 - 12 18000 1.2 3.0 - 4 2.0 0.27 0.67 - 4 0.47

10 有明海 小長井港 Ｃ Ⅱ 7.8 8.3 0 6 7.6 12 0 6 9.5 1.8 4.9 0 6 1.8 4.9 0 6 2.7 2.4 2.8 <0.5 <0.5 0 6 <0.5 6.8 49 - 6 23 0.24 0.70 2 6 0.38 0.022 0.087 3 6 0.040

11 大村湾 喜々津川沖 Ａ Ⅰ 8.0 8.3 0 24 5.7 11 7 36 8.4 1.3 2.9 16 36 1.5 2.4 6 12 2.0 2.1 2.1 <0.5 <0.5 0 12 <0.5 <1.8 1300 1 24 67 0.07 0.36 5 12 0.23 0.009 0.031 7 12 0.022

12 大村湾 祝崎沖 Ａ Ⅰ 8.1 8.3 0 24 5.3 10 7 36 8.2 1.2 2.5 5 36 1.3 2.4 1 12 1.8 1.9 1.9 <0.5 <0.5 0 12 <0.5 <1.8 230 0 24 16 0.08 0.37 4 12 0.18 0.007 0.028 5 12 0.019

13 大村湾 久山港沖 Ａ Ⅰ 8.0 8.3 0 24 6.1 10 6 36 8.4 1.1 2.8 18 36 1.6 2.6 5 12 2.1 2.0 2.4 <0.5 <0.5 0 12 <0.5 <1.8 220 0 24 19 0.14 0.58 9 12 0.30 0.009 0.028 5 12 0.020

14 大村湾 堂崎沖 Ａ Ⅰ 7.9 8.3 0 36 5.5 10 11 36 8.0 0.8 2.4 3 36 1 2.0 0 12 1.6 1.6 1.8 <0.5 <0.5 0 12 <0.5 <1.8 49 0 24 6.1 0.08 0.42 3 12 0.17 0.005 0.028 6 12 0.018

15 橘湾 有喜漁港 Ａ - 8.0 8.2 0 12 7.1 9.2 2 6 8.2 0.7 1.8 0 12 1.0 1.6 0 6 1.3 1.2 1.6 <0.5 <0.5 0 6 <0.5 2.0 490 0 6 130

16
東大川
河口水域

東大川橋 Ｂ - 8.0 8.3 0 12 6.0 11 0 12 8.4 1.5 3.2 1 12 1.5 3.2 1 12 2.4 2.5 2.7 <0.5 <0.5 0 12 <0.5 <1.8 330 - 12 55 0.15 1.3 - 12 0.36 0.008 0.062 - 12 0.030

17
本明川

（調整池）
B-1地点 Ｂ Ⅴ 7.4 9.0 5 12 6.5 13 0 12 9.4 7.0 8.9 12 12 7.0 8.9 12 12 7.9 7.7 8.4 34 110 12 12 57 0.51 1.8 7 12 1.2 0.06 0.32 11 12 0.19

18
本明川

（調整池）
B-2地点 Ｂ Ⅴ 7.5 9.1 5 12 6.4 12 0 12 9.4 6.9 9.7 12 12 6.9 9.7 12 12 8.2 8.4 8.7 29 150 12 12 67 0.53 2.0 6 12 1.2 0.09 0.44 11 12 0.22

　　　　　項目ＳＳの海域の欄は、n-ﾍｷｻﾝ抽出物質_油分類の結果を記載(表中、破線で囲った範囲)

最
大

nn m n

※備考   　　m：環境基準に適合しない検体数 (mが-のものは環境基準未設定) 　   n：総検体数      x：環境基準に適合しない日数       y：総測定日数 

            平均：日間平均値の年平均値    中央値、75％値：日間平均値の年間の中央値及び75％値  　

最
大

m n
最
小

最
大

最
小

最
大

m
平
均

全リン（mg/ℓ）ＤＯ（mg/ℓ) ＢＯＤ（ＣＯＤ）（mg/ℓ）

nm
平
均

大腸菌群数（MPN/100mℓ）

日間平均値
m n

最
小

最
大

最
小

平
均

最
小

最
大

m
平
均

最
小
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類

型

全窒素（mg/ℓ）ＳＳ（mg/ℓ）

No

ｐＨ

測定地点河川名
最
小

最
大

m n
平
均

表2‐5‐3 公共用水域水質測定結果 生活環境項目（令和元年度）



表2-5-4　公共用水域水質測定結果　健康項目（令和元年度) NO,1

m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値

1 本明川 天満公園前 0 2 <0.0003 <0.0003 0 2 <0.1 <0.1 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.005 <0.005 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.0005 <0.0005

2 本明川 旭町 0 2 <0.0003 <0.0003 0 2 <0.1 <0.1 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.005 <0.005 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.0005 <0.0005

3 喜々津川 江川橋上堰 0 1 <0.0003 <0.0003 0 1 <0.1 <0.1 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.005 <0.005 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.0005 <0.0005

4 境川 昭栄橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

5 東大川 佐代姫橋上堰 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 西大川 高速道下流 0 1 <0.0003 <0.0003 0 1 <0.1 <0.1 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.005 <0.005 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.0005 <0.0005

7 半造川 半造橋 0 2 <0.0003 <0.0003 0 2 <0.1 <0.1 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.005 <0.005 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.0005 <0.0005

8 有明海 小長井港 0 1 <0.0003 <0.0003 - - - - 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.005 <0.005 0 1 0.001 0.001 0 1 <0.0005 <0.0005

9 大村湾 喜々津川沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10 大村湾 祝崎沖 0 1 <0.0003 <0.0003 - - - - 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.005 <0.005 0 1 0.001 0.001 0 1 <0.0005 <0.0005

11 大村湾 久山港沖 0 1 <0.0003 <0.0003 - - - - 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.005 <0.005 0 1 0.001 0.001 0 1 <0.0005 <0.0005

12 大村湾 堂崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

13 橘湾 有喜漁港 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

14
東大川

河口水域
東大川橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

15
本明川

（調整池）
B-1地点 0 1 <0.0003 <0.0003 0 1 <0.1 <0.1 0 1 <0.005 <0.005 0 1 <0.005 <0.005 0 1 0.002 0.002 0 1 <0.0005 <0.0005

16
本明川

（調整池）
B-2地点 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

0.01mg/L以下検出されないこと

43

総水銀
No 河川名等 測定地点

砒素カドミウム 鉛 六価クロム

0.05mg/L以下 0.01mg/L以下 0.0005mg/L以下

全シアン

環境基準 0.003mg/L以下

＊　ｍ：環境基準を超える検体数　ｎ：総検体数    ND:検出されない

（資料）　長崎県環境部：公共用水域及び地下水の水質測定結果　



表2-5-4　公共用水域水質測定結果　健康項目（令和元年度) NO,2

m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値

1 本明川 天満公園前 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2 本明川 旭町 - - - - 0 2 <0.0005 <0.0005 0 2 <0.002 <0.002 0 2 <0.0002 <0.0002 0 2 <0.0004 <0.0004 0 2 <0.01 <0.01

3 喜々津川 江川橋上堰 - - - - - - - - 0 1 <0.002 <0.002 0 1 <0.0002 <0.0002 0 1 <0.0004 <0.0004 0 1 <0.01 <0.01

4 境川 昭栄橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

5 東大川 佐代姫橋上堰 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 西大川 高速道下流 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

7 半造川 半造橋 - - - - 0 2 <0.0005 <0.0005 0 2 <0.002 <0.002 0 2 <0.0002 <0.0002 0 2 <0.0004 <0.0004 0 2 <0.01 <0.01

8 有明海 小長井港 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

9 大村湾 喜々津川沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10 大村湾 祝崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

11 大村湾 久山港沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

12 大村湾 堂崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

13 橘湾 有喜漁港 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

14
東大川

河口水域
東大川橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

15
本明川

（調整池）
B-1地点 0 1 <0.0005 <0.0005 0 1 <0.0005 <0.0005 0 1 <0.002 <0.002 0 1 <0.0002 <0.0002 0 1 <0.0004 <0.0004 0 1 <0.002 <0.002

16
本明川

（調整池）
B-2地点 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ｱﾙｷﾙ水銀 ＰＣＢ ジクロロメタン
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1,2-ジクロロエタン 1,1-ジクロロエチレン四塩化炭素
No 河川名等 測定地点

環境基準 0.02mg/L以下 0.002mg/L以下 0.004mg/L以下 0.1mg/L以下検出されないこと検出されないこと

＊　ｍ：環境基準を超える検体数　ｎ：総検体数    ND:検出されない

（資料）　長崎県環境部：公共用水域及び地下水の水質測定結果　



表2-5-4　公共用水域水質測定結果　健康項目（令和元年度) NO,3

m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値

1 本明川 天満公園前 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2 本明川 旭町 0 2 <0.004 <0.004 0 2 <0.1 <0.1 0 2 <0.0006 <0.0006 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.0002 <0.0002

3 喜々津川 江川橋上堰 0 1 <0.004 <0.004 0 1 <0.1 <0.1 0 1 <0.0006 <0.0006 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.0002 <0.0002

4 境川 昭栄橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

5 東大川 佐代姫橋上堰 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 西大川 高速道下流 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

7 半造川 半造橋 0 2 <0.004 <0.004 0 2 <0.1 <0.1 0 2 <0.0006 <0.0006 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.0002 <0.0002

8 有明海 小長井港 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

9 大村湾 喜々津川沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10 大村湾 祝崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

11 大村湾 久山港沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

12 大村湾 堂崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

13 橘湾 有喜漁港 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

14
東大川

河口水域
東大川橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

15
本明川

（調整池）
B-1地点 0 1 <0.004 <0.004 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.0006 <0.0006 0 1 <0.002 <0.002 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.0002 <0.0002

16
本明川

（調整池）
B-2地点 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

0.04mg/L以下
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環境基準

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ トリクロロエチレン テトラクロロエチレン

0.01mg/L以下 0.002mg/L以下

1,3-ジクロロプロペンｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1mg/L以下 0.006mg/L以下 0.03mg/L以下

No 河川名等 測定地点

＊　ｍ：環境基準を超える検体数　ｎ：総検体数    ND:検出されない

（資料）　長崎県環境部：公共用水域及び地下水の水質測定結果　



表2-5-4　公共用水域水質測定結果　健康項目（令和元年度) NO,4

m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値

1 本明川 天満公園前 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - .-

2 本明川 旭町 0 2 <0.0006 <0.0006 0 2 <0.0003 <0.0003 0 2 <0.002 <0.002 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.001 <0.001 - - - -

3 喜々津川 江川橋上堰 0 1 <0.0006 <0.0006 0 1 <0.0003 <0.0003 0 1 <0.002 <0.002 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.001 <0.001 - - - -

4 境川 昭栄橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

5 東大川 佐代姫橋上堰 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 西大川 高速道下流 - - - - - - - - - - - - - - - - 0 1 <0.001 <0.001 - - - -

7 半造川 半造橋 0 2 <0.0006 <0.0006 0 2 <0.0003 <0.0003 0 2 <0.002 <0.002 0 2 <0.001 <0.001 0 2 <0.001 <0.001 - - - -

8 有明海 小長井港 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

9 大村湾 喜々津川沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10 大村湾 祝崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

11 大村湾 久山港沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

12 大村湾 堂崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

13 橘湾 有喜漁港 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

14
東大川

河口水域
東大川橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

15
本明川

（調整池）
B-1地点 0 1 <0.0006 <0.0006 0 1 <0.0003 <0.0003 0 1 <0.002 <0.002 0 1 <0.001 <0.001 0 1 <0.001 <0.001 - - - -

16
本明川

（調整池）
B-2地点 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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環境基準 0.006mg/L以下

チウラム シマジン チオベンカルブ ベンゼン

0.003mg/L以下

セレン

0.01mg/L以下 -

硝酸性窒素

0.01mg/L以下

No 河川名等 測定地点

0.02mg/L以下

＊　ｍ：環境基準を超える検体数　ｎ：総検体数    ND:検出されない

（資料）　長崎県環境部：公共用水域及び地下水の水質測定結果　



表2-5-4　公共用水域水質測定結果　健康項目（令和元年度) NO,5

m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値 m n 最大値 平均値

1 本明川 天満公園前 - 4 <0.02 <0.02 0 4 1 0.78 - - - - - - - - 0 2 <0.005 <0.005

2 本明川 旭町 - 4 <0.02 <0.02 0 4 1 0.73 0 2 <0.08 <0.08 0 2 <0.1 <0.1 0 2 <0.005 <0.005

3 喜々津川 江川橋上堰 - 1 <0.02 <0.02 0 1 0.72 0.72 0 1 <0.08 <0.08 0 1 <0.1 <0.1 0 1 <0.005 <0.005

4 境川 昭栄橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

5 東大川 佐代姫橋上堰 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

6 西大川 高速道下流 - 6 0.05 0.025 0 1 0.37 0.37 0 1 <0.08 <0.08 0 1 <0.1 <0.1 0 1 <0.005 <0.005

7 半造川 半造橋 - 4 0.05 0.035 0 4 1.9 1.3 0 2 <0.08 <0.08 0 2 <0.1 <0.1 0 2 <0.005 <0.005

8 有明海 小長井港 6 <0.02 <0.02 0 6 0.25 0.12 - - - - - - - - - - - -

9 大村湾 喜々津川沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

10 大村湾 祝崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

11 大村湾 久山港沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

12 大村湾 堂崎沖 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

13 橘湾 有喜漁港 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

14
東大川

河口水域
東大川橋 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

15
本明川

（調整池）
B-1地点 - 12 0.93 0.180 0 12 0.98 0.31 0 1 0.11 0.11 0 1 0.09 0.09 0 1 <0.005 <0.005

16
本明川

（調整池）
B-2地点 - 12 0.83 0.18 0 12 0.94 0.33 - - - - - - - - - - - -
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10mg/L以下

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

環境基準

亜硝酸性窒素

- 0.8mg/L以下

ふっ素
No 河川名等 測定地点

1.4-ジオキサン

0.05mg/L以下1mg/L以下

ホウ素

＊　ｍ：環境基準を超える検体数　ｎ：総検体数    ND:検出されない

（資料）　長崎県環境部：公共用水域及び地下水の水質測定結果　
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図2-5-3 公共用水域の水質測定地点
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L

○長崎県他の水質測定地点

№ 河川名 採水地点 地域名
A 本明川 天満公園前 諫早
B 本明川 旭町 諫早
C 東大川 佐代姫橋上堰 諫早
D 西大川 高速道下流 諫早
E 半造川 半造橋 諫早
F 喜々津川 江川橋上堰 多良見
G 境川 昭栄橋 高来
H 有明海 小長井港 小長井
I 大村湾 喜々津川沖 多良見
J 大村湾 祝崎沖 多良見
K 大村湾 久山港沖 多良見
L 大村湾 堂崎沖 多良見
M 橘湾 有喜港沖 諫早
N 東大川河口水域 東大川橋 諫早
O 諫早湾干拓調整池 B-1地点 諫早

P 諫早湾干拓調整池 B-2地点 諫早

O

P

14

○諫早市の水質測定地点

№ 河川名 採水地点 地域名

1 西谷川
花高鉄橋上流
100ｍ付近

諫早

2 半造川 埋津橋付近 諫早
3 長田川 大川橋付近 諫早

4 有喜川
開港橋上流
350m付近

諫早

5 久山川 国道34号付近 諫早
6 川内川 大草橋付近 多良見

7 名切川
名切橋上流
100m付近

多良見

8 伊木力川
伊木力橋上流
300m付近

多良見

9 江ノ浦川 船通橋付近 飯盛

10 田結川 小川橋上堰付近 飯盛
11 唐比川 唐比漁港付近 森山
12 有明川 杉谷橋付近 森山
13 二反田川 万灯樋門付近 森山

14 深海川 雪橋付近 高来

15 小江川 小江橋 高来
16 田島川 総合運動公園付近 高来
17 湯江川 川尻橋 高来
18 長里川 川良橋付近 小長井

19 小深井川
小深井橋
上流150m付近

小長井

20 船津川
船津橋上流
450m付近

小長井



表　2-5-5　河川水の水質測定結果(令和元年度）　　諫早市測定分

1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均 1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均 1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均

1 諫早 西谷川
花高鉄橋上流100ｍ

付近
6.0 6.9 8.2 7.4 7.4 7.2 6.0 8.2 7.2 1.1 0.6 3.9 3.8 1.0 1.3 0.6 3.9 2.0 7.5 7.8 15 7.3 4.9 3.6 3.6 15 7.7

2 諫早 半造川 埋津橋付近 8.1 7.7 7.5 7.5 7.4 7.7 7.4 8.1 7.7 3.7 1.3 1.3 1.5 2.0 3.6 1.3 3.7 2.2 5.0 3.6 4.0 3.8 3.2 3.7 3.2 5.0 3.9

3 諫早 長田川 大川橋付近 8.3 7.8 7.7 7.8 7.4 8.5 7.4 8.5 7.9 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 1.1 0.7 0.5未満 1.1 0.5未満 1.6 2.7 1.6 1.4 1.1 0.5未満 0.5未満 2.7 1.4

4 諫早 有喜川 開港橋付近 7.5 7.7 7.7 7.7 7.7 8.4 7.5 8.4 7.8 4.1 1.9 1.5 2.1 2.7 2.1 1.5 4.1 2.4 3.4 2.9 2.8 2.5 2.2 1.7 1.7 3.4 2.6

5 諫早 久山川 国道34号付近 7.9 7.6 7.8 7.7 7.8 8.1 7.6 8.1 7.8 0.9 0.9 0.7 0.5 1.1 1.6 0.5 1.6 1.0 2.1 3.3 1.7 1.7 2.4 1.7 1.7 3.3 2.2

6 多良見 川内川 大草橋付近 7.9 7.4 7.6 7.9 7.8 7.9 7.4 7.9 7.8 0.9 0.7 0.5未満 0.7 1.0 1.5 0.5未満 1.5 0.8 3.1 2.7 2.3 2.6 2.0 1.8 1.8 3.1 2.4

7 多良見 名切川 名切橋付近 7.2 7.1 7.2 7.4 7.3 7.3 7.1 7.4 7.3 3.2 2.9 2.5 6.7 3.9 1.5 1.5 6.7 3.5 6.2 4.1 5.2 5.3 2.2 1.7 1.7 6.2 4.1

8 多良見 伊木力川
伊木力橋上流 300m

付近
8.9 7.3 7.3 8.1 8.1 8.0 7.3 8.9 8.0 0.6 0.9 0.5未満 0.5未満 1.0 0.7 0.5未満 1.0 0.5 1.9 2.4 1.6 1.4 1.4 0.5未満 0.5未満 2.4 1.5

9 飯盛 江ノ浦川 名切橋 付近 8.2 7.7 7.5 7.8 7.6 8.5 7.5 8.5 7.9 1.4 1.8 0.9 1.1 1.6 2.5 0.9 2.5 1.6 4.3 4.5 4.4 3.6 2.9 2.8 2.8 4.5 3.8

10 飯盛 田結川 小川橋上堰付近 7.9 7.5 7.6 7.9 7.6 8.9 7.5 8.9 7.9 1.1 1.2 0.5 1.0 1.1 1.9 0.5 1.9 1.1 3.0 5.2 3.5 2.9 2.6 2.5 2.5 5.2 3.3
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表　2-5-5　河川水の水質測定結果(令和元年度）　　諫早市測定分

1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均 1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均 1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均

11 森山 唐比川 唐比漁港付近 7.4 7.1 7.1 7.2 7.0 7.0 7.0 7.4 7.1 1.3 0.9 1.3 1.5 0.7 0.7 0.7 1.5 1.1 3.5 2.8 5.4 1.7 3.7 2.9 1.7 5.4 3.3

12 森山 有明川 杉谷橋付近 8.8 7.3 7.4 7.5 7.1 7.1 7.1 8.8 7.5 3.9 3.9 8.9 3.2 1.8 1.5 1.5 8.9 3.9 5.8 6.5 9.1 4.0 5.3 4.5 4.0 9.1 5.9

13 森山 二反田川 万灯樋門付近 9.3 7.6 7.5 7.9 7.5 7.7 7.5 9.3 7.9 5.1 1.6 5.8 2.2 1.5 1.4 1.4 5.8 2.9 10.0 4.0 8.5 3.8 5.0 2.9 2.9 10.0 5.7

14 高来 深海川 雪橋付近 8.3 7.6 7.8 7.8 7.7 7.6 7.6 8.3 7.8 1.2 0.7 0.5 1.3 1.2 1.8 0.5 1.8 1.1 2.8 2.4 1.6 1.7 1.8 2.4 1.6 2.8 2.1

15 高来 小江川 小江橋 9.1 8.0 8.0 8.2 8.3 7.9 7.9 9.1 8.3 1.2 0.8 0.6 0.7 0.8 0.6 0.6 1.2 0.8 2.0 1.6 1.3 1.2 1.2 0.5未満 0.5未満 2.0 1.2

16 高来 田島川 総合運動公園付近 8.9 7.4 7.5 7.9 7.9 7.8 7.4 8.9 7.9 0.6 1.0 0.5 0.8 0.6 0.6 0.5 1.0 0.7 2.0 2.6 1.6 1.3 1.3 1.0 1.0 2.6 1.6

17 高来 湯江川 川尻橋 8.7 7.6 7.5 7.9 7.8 7.8 7.5 8.7 7.9 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.7 0.7 0.9 0.8 1.8 2.4 2.5 1.2 1.3 1.3 1.2 2.5 1.8

18 小長井 長里川 川良橋付近 7.9 7.6 7.6 7.8 7.8 7.8 7.6 7.9 7.8 0.6 0.9 0.6 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.9 0.5未満 0.9 2.3 1.6 0.8 0.5 0.5未満 0.5未満 2.3 1.0

19 小長井 小深井川 小深井橋付近 8.9 8.2 8.0 8.5 8.7 8.6 8.0 8.9 8.5 0.9 0.7 0.5未満 0.5 0.7 0.6 0.5未満 0.9 0.6 4.1 2.6 1.6 1.7 2.6 2.4 1.6 4.1 2.5

20 小長井 船津川 船津橋付近 7.5 7.8 7.6 7.8 8.3 7.9 7.5 8.3 7.8 1.0 0.6 0.5 0.6 0.6 0.6 0.5 1.0 0.7 2.3 1.7 1.6 1.3 1.3 1.3 1.3 2.3 1.6

地域名
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表　2-5-5　河川水の水質測定結果(令和元年度）　　諫早市測定分

1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均 1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均 1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均

1 諫早 西谷川
花高鉄橋上流100ｍ

付近
1 3 3 1 1 1未満 1未満 3 2 10 10 12 10 11 14 10 14 11 15 13 30 20 11 15 11 30 17

2 諫早 半造川 埋津橋付近 12 9 16 13 6 5 5 16 10 13 12 11 8.1 10 13 8.1 13 11 1.9 2.4 1.8 2.3 3.3 2.9 1.8 3.3 2.4

3 諫早 長田川 大川橋付近 2 3 3 2 1 1未満 1未満 3 2 12 12 11 11 12 12 11 12 12 0.5 0.8 0.6 0.7 0.9 0.6 0.5 0.9 0.7

4 諫早 有喜川 開港橋付近 4 6 7 1未満 2 1 1未満 7 3 11 11 11 10 11 13 10 13 11 1.8 2.3 1.6 2.2 2.7 2.3 1.6 2.7 2.2

5 諫早 久山川 国道34号付近 3 5 1未満 1未満 1 4 1未満 5 2 10 11 14 10 11 14 10 14 12 0.6 1.1 0.6 0.6 1.1 0.7 0.6 1.1 0.8

6 多良見 川内川 大草橋付近 4 4 3 1未満 1 1 1未満 4 2 9.7 7.1 13 10 11 12 7.1 13 10 1.1 1.5 0.9 2.0 1.7 1.5 0.9 2.0 1.5

7 多良見 名切川 名切橋付近 3 1 2 1 1 1 1 3 2 6.8 7.9 9.7 9.2 10 11 6.8 11 9.1 1.8 1.7 2.6 1.5 1.0 0.9 0.9 2.6 1.6

8 多良見 伊木力川
伊木力橋上流 300m

付近
1 3 1 1未満 1未満 1未満 1未満 3 1未満 10 13 10 10 11 12 10 13 11 0.9 1.3 1.0 1.6 1.9 1.3 0.9 1.9 1.3

9 飯盛 江ノ浦川 名切橋 付近 3 2 4 3 4 5 2 5 4 11 12 10 10 11 15 10 15 12 2.3 1.9 1.8 2.7 4.0 3.5 1.8 4.0 2.7

10 飯盛 田結川 小川橋上堰付近 2 3 7 3 4 6 2 7 4 11 11 9.9 10 11 15 9.9 15 10 0.6 0.9 0.8 0.7 1.4 0.7 0.6 1.4 0.9

ＤＯ（mg/l） 全窒素（mg/l）ＳＳ（mg/l）
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河川名 採水地点地域名



表　2-5-5　河川水の水質測定結果(令和元年度）　　諫早市測定分

1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均 1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均 1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均

11 森山 唐比川 唐比漁港付近 18 6 19 19 11 5 5 19 13 9.5 7.3 12 11 7.4 8.6 7.3 12 9.3 1.0 1.2 1.4 1.1 1.6 1.4 1.0 1.6 1.3

12 森山 有明川 杉谷橋付近 5 6 4 8 9 7 4 9 7 12 11 8.9 8.1 9.9 9.9 8.1 12 10 2.1 4.5 4.4 2.6 5.8 6.0 2.1 6.0 4.2

13 森山 二反田川 万灯樋門付近 52 20 23 25 37 25 20 52 30 14 11 12 10 8.9 10 8.9 14 11 1.0 0.9 1.1 1.1 3.7 1.4 0.9 3.7 1.5

14 高来 深海川 雪橋付近 5 5 1 3 3 3 1 5 3 10 12 12 11 12 12 10 12 12 0.9 0.5 0.4 1.0 1.1 1.3 0.4 1.3 0.9

15 高来 小江川 小江橋 3 2 1 1 1 1 1 3 2 11 11 12 12 13 13 11 13 12 0.8 0.5 0.5 1.0 0.8 0.7 0.5 1.0 0.7

16 高来 田島川 総合運動公園付近 2 6 1 2 1 1 1 6 2 12 11 11 11 11 12 11 12 11 0.3 0.6 0.5 0.6 0.7 0.5 0.3 0.7 0.5

17 高来 湯江川 川尻橋 1 6 5 1 1 2 1 6 3 12 13 11 11 11 12 11 13 12 0.7 1.0 1.1 0.8 0.9 0.9 0.7 1.1 0.9

18 小長井 長里川 川良橋付近 1未満 5 1 1 1未満 2 1未満 5 2 9.7 11 11 10 11 10 9.7 11 10 0.6 1.0 1.3 0.8 0.9 0.9 0.6 1.3 0.9

19 小長井 小深井川 小深井橋付近 5 6 3 3 2 3 2 6 4 9.6 11 11 10 11 11 9.6 11 11 5.7 2.0 2.6 3.1 3.5 2.6 2.0 5.7 3.3

20 小長井 船津川 船津橋付近 4 4 7 4 1 2 1 7 4 10 11 12 10 12 12 10 12 11 2.0 1.4 1.6 1.8 1.9 2.3 1.4 2.3 1.8
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表　2-5-5　河川水の水質測定結果(令和元年度）　　諫早市測定分

1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均

1 諫早 西谷川
花高鉄橋上流100ｍ

付近
0.089 0.068 0.57 0.35 0.061 0.046 0.046 0.57 0.20

2 諫早 半造川 埋津橋付近 0.25 0.31 0.21 0.29 0.22 0.29 0.21 0.31 0.26

3 諫早 長田川 大川橋付近 0.046 0.18 0.061 0.048 0.035 0.030 0.030 0.18 0.067

4 諫早 有喜川 開港橋付近 0.13 0.18 0.15 0.16 0.14 0.13 0.13 0.18 0.15

5 諫早 久山川 国道34号付近 0.042 0.074 0.054 0.034 0.040 0.036 0.034 0.074 0.047

6 多良見 川内川 大草橋付近 0.11 0.11 0.090 0.17 0.059 0.073 0.059 0.17 0.10

7 多良見 名切川 名切橋付近 0.19 0.074 0.18 0.12 0.028 0.023 0.023 0.19 0.10

8 多良見 伊木力川
伊木力橋上流 300m

付近
0.039 0.11 0.057 0.056 0.038 0.028 0.028 0.11 0.055

9 飯盛 江ノ浦川 名切橋 付近 0.19 0.16 0.16 0.15 0.22 0.24 0.15 0.24 0.19

10 飯盛 田結川 小川橋上堰付近 0.055 0.12 0.10 0.081 0.069 0.096 0.055 0.12 0.087
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表　2-5-5　河川水の水質測定結果(令和元年度）　　諫早市測定分

1回目2回目3回目4回目5回目6回目 最小 最大 平均

11 森山 唐比川 唐比漁港付近 0.13 0.099 0.21 0.14 0.11 0.14 0.10 0.21 0.14

12 森山 有明川 杉谷橋付近 0.11 1.3 0.12 0.20 1.8 1.7 0.11 1.8 0.87

13 森山 二反田川 万灯樋門付近 0.31 0.22 0.31 0.25 0.31 0.24 0.22 0.31 0.27

14 高来 深海川 雪橋付近 0.16 0.085 0.038 0.12 0.12 0.15 0.038 0.16 0.11

15 高来 小江川 小江橋 0.058 0.049 0.020 0.037 0.066 0.022 0.020 0.066 0.042

16 高来 田島川 総合運動公園付近 0.28 0.057 0.020 0.026 0.051 0.016 0.016 0.28 0.075

17 高来 湯江川 川尻橋 0.063 0.075 0.068 0.038 0.066 0.036 0.036 0.075 0.058

18 小長井 長里川 川良橋付近 0.049 0.072 0.029 0.038 0.062 0.040 0.029 0.072 0.048

19 小長井 小深井川 小深井橋付近 0.36 0.13 0.067 0.40 0.46 0.17 0.067 0.46 0.26

20 小長井 船津川 船津橋付近 0.032 0.044 0.033 0.033 0.022 0.027 0.022 0.044 0.032
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№1図２-５-４　河川水の経年変化
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№2図２-５-４　河川水の経年変化
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№3図２-５-４　河川水の経年変化
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№4図２-５-４　河川水の経年変化
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№5図２-５-４　河川水の経年変化
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№6図２-５-４　河川水の経年変化
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№7図２-５-４　河川水の経年変化
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６．地盤沈下 

6.1 地盤沈下の概況 

一般に、地下水は水質が良好で水温の変化が少なく、比較的安易に安価で取水できるこ

とから様々な用途に使用されており、諫早市においても、水道用水、工業用水及び農業用

水の多くを地下水に依存している。 

一方、小野・長田地区には干拓地特有の軟弱地盤層が広がり、過剰な地下水揚水を行う

と地下水位の低下を招き、揚水障害や地盤沈下を引き起こす可能性がある。そのため、諫

早市では地盤沈下に関する現状を把握するため、地下水位等の調査を行っている。 

また、地盤沈下の未然防止と地下水の保全を図るという観点より、諫早市環境保全条例

の一部を改正。平成 24年度より市内全域において、一定規模以上の施設で地下水を採取す

る場合に事前協議を義務付け、過剰な地下水揚水を抑制している。 

なお、地盤沈下は、大気汚染などと同様に環境基本法により「7公害」の一つとして位置

づけられている。また、工業用水については「工業用水法」、冷暖房用などのビル用水につ

いては「建築物用地下水の採取の規制に関する法律」により規制等が行われているが、い

ずれも指定地域内に所在する井戸についての規制であり、本市に指定地域は定められてい

ない。 

6.2 地盤沈下の調査及び調査結果 

①調査方法等 

     地盤沈下の調査は軟弱地盤層が広がる小野・長田地区を対象とし、地盤沈下の面的な

把握を目的とした水準測量と、地下水位と沈下量の継続的な把握を目的とした監視局に

よる常時監視を実施している。 

監視局による監視は、昭和61年度から小野地区3ヶ所で行なってきたが、平成16年度に

福田局、高天局を加え、計5局にて地下水位、地盤沈下及び降水量の観測を行っている。

地盤沈下常時監視のシステム概要は図2-6-1のとおりである。 

 

 

図 2-6-1 地盤沈下常時監視システム 
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②水準測量の結果 

地盤沈下の面的な把握のため、昭和60年度から水準測量を実施しており、平成14年度

長田地区に10水準点を追加し、現在合計32の水準点を設置している。 

令和元年度までの水準測量の結果を次頁表2-6-1に、地盤沈下量経年変化を67頁図

2-6-2から図2-6-4に、水準測量観測路線図及び水準点ごとの年間沈下量（平成31年2月か

ら令和2年2月まで1年間の沈下量）を68頁図2-6-5に示す。 

調査開始当初より年間沈下量が1cmを超える水準点が多数見られ、年間降水量が少ない

年はさらに大きな沈下が見られるような状況が平成10年代の中ごろまで続いていた。沈

下量の多寡はあれども、いずれの水準点も沈下傾向にあったといえる。 

しかし、平成10年代も後半になると全体的に年間沈下量が減少傾向となり、さらに平

成20年代に入ると年間沈下量が1cmを超える水準点はほとんど見られず、現在まで沈下は

緩和傾向にあると言える。 

令和元年度もここ数年と同様の傾向であり、沈下は緩やかな傾向が続いている。年間

沈下量0㎝または数ミリの隆起の見られる水準点もある。 

令和元年度の各水準点は、＋0.2㎝～-0.8㎝の変動が見られ、最大沈下量が観測された

のは№8水準点であり、沈下量は-0.8cmであった。 

このように地盤沈下が落ち着いてきている一つの要因として、森山地域において地下

水の使用抑制のため、農業用水の水源を地下水から地表水へ転換したことが考えられる。 

この水源転換は諫早湾干拓調整池の造成により、干拓地の堤外側が淡水化したことで

可能になったものであり、潮遊池にポンプを設置し、上流部に表流水を圧送（循環利用）

することで農業用水を確保し、地下水の使用量を抑制していこうというものである。 

平成11年度から17年度にかけて工事を実施しているが、工事着手次年度の平成12年度

より森山干拓池の農業用水地下水使用量は減少に転じ、平成19年度以降はほぼゼロと

なっている。 

   森山干拓地の地下水使用量が減少し始めてから、数年遅れて地盤沈下量の減少傾向が

見られており、明確な因果関係は不明であるが、小野地区周辺の地盤沈下は森山干拓地

における地下水使用に影響を受けていたことが推測される。 

 

 

  



表　2-6-1  水準測量の結果（経年変化）    単位：（cm）

NO,1

観測実施年月 S.60.12 S.61.3 S.61.11 S.62.2 S.63.2 H1.2 H1.11 H2.2 H3.2 H4.2 H5.2 H6.2 H8.2 H9.2 H10.2

測 定 地 名 称 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比

No.  １水準点 新設 -0.2 -1.6 -0.4 -1.3 -1.8 -2.1 -1.3 -1.3 -1.2 -0.4 -2.9 -0.6 -0.4

No.  ２水準点 新設 0.0 -1.7 -0.8 -1.2 -2.0 -2.6 -1.6 -1.1 -1.8 -0.8 -3.6 -1.6 -0.9

No.  ３水準点 新設 -0.3 -2.2 -0.9 -1.7 -2.2 -3.0 -2.2 0.2 -2.7 -0.7 -4.3 -0.5 -0.8

No.  ４水準点 新設 0.3 -0.7 -0.4 -1.2 再設 -0.6 -0.4 -0.7 -0.2 0.0 -3.2 0.2 -0.2

No.  ５水準点 新設 0.2 -0.7 -0.2 0.0 -0.8 -1.1 -0.7 -0.3 -1.1 -0.1 -3.2 -0.2 -0.7

No.  ６水準点 新設 -0.2 -1.6 -0.5 -1.0 -1.5 -1.8 -1.9 -1.2 -1.6 -1.1 -2.6 -1.1 -0.9

No.  ７水準点 新設 -1.6 -4.2 -2.0 -5.4 -5.9 -7.7 -6.5 -5.4 -5.0 -4.3 -11.2 -3.3 -2.6

No.  ８水準点 新設 0.1 -0.7 -0.2 0.2 -0.8 -0.9 -0.5 -0.6 -1.2 -0.6 -2.9 -0.8 -0.5

No.  ９水準点 新設 -0.3 -2.0 -0.7 -1.2 -1.5 -2.4 -1.3 -1.6 -1.9 -1.4 -4.1 -1.5 -0.6

No.１０水準点 新設 -0.1 -0.8 -0.4 0.1 -1.3 -2.0 -0.9 -1.1 -0.7 -0.5 -3.5 -0.8 -4.0

No.１１水準点 新設 -0.3 -0.6 -0.5 -0.3 -1.0 -1.1 -1.0 -1.0 -0.9 -0.6 -3.5 -0.9 -0.7

No.１２水準点 新設 -0.2 -1.1 -0.5 -0.6 -1.4 -1.6 -1.6 -1.1 -1.0 -0.4 -3.5 -0.6 -0.6

No.１３水準点 新設 -0.1 -0.6 -0.3 -0.4 -0.9 -0.9 -0.4 -0.8 -1.1 -1.0 -8.4 -1.6 -0.5

No.１４水準点 新設 -1.1 -0.8 -0.3 -0.5 -1.5 -0.6 -0.8 -0.8 -1.2 -0.4 -5.3 -1.0 -0.5

No.１５水準点 新設 -0.1 -1.0 -0.4 -0.1 -1.8 -2.8 -2.9 -2.7 -2.6 -1.9 -7.6 -2.8 -1.7

No.１６水準点 新設 0.0 -2.6 -2.8 再設 -4.8 -5.1 -2.1 -1.7 -0.9 -0.7 -3.2 -0.7 0.1

No.１７水準点 新設 0.0 -0.4 0.1 0.4 -1.5 -0.5 -1.0 -0.2 -0.3 0.0 -2.4 0.0 0.2

No.１８水準点 新設 -0.1 -0.2 0.0 -0.6 -0.8 -1.2 -1.5 0.0 -0.2 0.2 -2.4 -0.4 -0.1

No.１９水準点 新設 -1.3 -2.4 -1.3 -0.8 0.1 -10.7 0.0 0.2

No.２０水準点 新設 -1.3 -1.6 -0.6 -0.6 0.3 -8.9 0.7 0.3

No.２１水準点 新設 -0.6 -1.1 0.0 -0.6 0.2 -5.4 0.6 -0.1

No.２２水準点 新設 -0.1 0.1 -0.1 0.0 0.0 -0.5 0.5 -0.4

No.２３水準点

No.２４水準点

No.２５水準点

No.２６水準点

No.２７水準点

No.２８水準点

No.２９水準点

No.３０水準点

No.３１水準点

No.３２水準点

小野１号監視井 新設 0.0 -0.2 0.0 0.0 -0.5 0.4 -0.3 -0.4 0.1 -0.1 -0.2 0.5

小野２号監視井 新設 -0.3 0.0 0.2 -0.2 -0.4 0.0 0.3 -0.5 0.2 0.0 0.4 -0.2

小野３号監視井 新設 -0.3 0.1 0.7 -0.6 -0.4 0.2 -0.1 0.0 -0.3 0.1 0.0 0.3

小野１号取水井 新設 -0.3 -0.3 0.0 0.1 0.2 0.3 -0.1 -0.1 0.0 -0.1 0.2 0.1

小野２号取水井 新設 0.2 0.0 -0.2 0.1 0.0 -0.1 0.2 -0.1 0.1 -0.2

小野３号取水井 新設 0.2 -0.1 0.0 0.3 -0.1 0.1 -0.1 -0.1 0.1 -0.1 -0.1 0.0

小野４号取水井 新設 0.2 0.0 -0.1 0.1 -0.1 -0.1 0.2 0.0 0.0 -0.1
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表　2-6-1  水準測量の結果（経年変化）    単位：（cm）

観測実施年月

測 定 地 名 称

No.  １水準点

No.  ２水準点

No.  ３水準点

No.  ４水準点

No.  ５水準点

No.  ６水準点

No.  ７水準点

No.  ８水準点

No.  ９水準点

No.１０水準点

No.１１水準点

No.１２水準点

No.１３水準点

No.１４水準点

No.１５水準点

No.１６水準点

No.１７水準点

No.１８水準点

No.１９水準点

No.２０水準点

No.２１水準点

No.２２水準点

No.２３水準点

No.２４水準点

No.２５水準点

No.２６水準点

No.２７水準点

No.２８水準点

No.２９水準点

No.３０水準点

No.３１水準点

No.３２水準点

小野１号監視井

小野２号監視井

小野３号監視井

小野１号取水井

小野２号取水井

小野３号取水井

小野４号取水井

NO,2

H11.2 H12.2 H13.2 H14.2 H15.2 H16.2 H17.2 H18.2 H19.2 H20.2 H21.2 H22.2 H23.2 H24.2 H25.2

前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比

-1.7 -1.1 -0.9 -1.3 -1.7 -1.0 -0.7 -0.8 -0.9 -0.4 -0.6 -0.6 -0.4 -0.3 -0.5

-2.1 -2.1 -1.1 -1.6 -2.3 -1.1 -1.5 -1.0 -1.1 -0.9 -0.8 -0.7 -0.7 -0.6 -0.3

-1.3 -0.7 -0.9 -3.6 -2.7 -1.3 -0.9 -1.0 -0.6 -0.5 -0.6 -0.1 -0.5 -0.3 -0.2

0.0 -0.1 0.1 -0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 -0.2 0.3 -0.3 0.0 0.0 0.0 0.1

-0.6 -0.6 -0.6 -0.9 -0.9 -0.3 -0.4 -0.2 -0.2 -0.5 -0.5 0.0 -0.3 -0.2 0.1

-2.0 -1.9 -1.2 -1.6 -1.5 -1.4 -1.2 -1.0 -0.7 -0.3 -0.6 -0.4 -0.7 0.0 -0.3

-3.1 -3.2 -3.0 -3.6 -3.0 -2.1 -2.0 -0.9 -1.3 -1.2 -0.9 -0.6 -1.1 -0.8 -0.3

-1.6 -1.5 -1.5 -2.0 -2.2 -1.4 -1.4 -0.9 -0.8 -1.0 -0.9 -0.7 -0.8 -0.7 -0.2

-1.6 -1.0 -1.1 -1.4 -1.5 -0.4 -0.9 -0.6 -0.4 -0.2 -1.0 -0.2 -0.6 -0.2 -0.4

-1.7 -1.5 -2.2 -1.8 -1.9 -1.5 -1.3 -1.1 -1.2 -0.9 -1.0 -0.7 -0.5 -0.6 -0.2

-0.8 -0.7 -0.7 -1.0 -0.4 -0.4 -0.4 -0.1 -0.2 -0.4 -0.2 -0.1 -0.4 -0.2 0.1

-0.8 -0.5 -0.4 -0.5 -0.6 -0.3 -0.3 -0.2 -0.1 -0.7 -0.2 -0.3 -0.4 -0.2 0.0

-1.0 -0.8 -0.5 -1.0 -0.9 -0.3 -0.5 -0.6 -0.5 -0.4 -0.4 -0.1 -0.5 -0.2 -0.3

-0.8 -0.5 -0.5 -0.9 -0.7 -0.4 -0.4 -0.5 -0.3 -0.2 -0.4 -0.4 -0.8 -0.4 -0.3

-1.8 -2.4 -2.3 -2.0 -2.1 -1.6 -1.2 -1.2 -1.0 -1.2 -1.1 -0.9 -0.8 -0.7 -0.5

-0.8 -0.5 -1.0 -0.8 -0.6 -0.3 -0.5 -0.2 -0.4 -0.3 -0.4 -0.2 -0.3 -0.2 0.1

-0.3 -0.2 -0.2 -0.3 0.0 -0.3 0.2 0.0 -0.2 0.1 -0.1 -0.1 -0.3 0.3 0.1

-2.1 0.4 -0.1 -0.4 -0.1 -0.5 0.3 -0.2 0.0 -0.1 -0.1 -0.1 -0.1 0.0 0.0

-2.3 0.2 -0.2 -0.6 0.2 故障点 故障点 故障点 -1.3 -2.1 -0.7 -0.2 -1.7 -1.3 0.1

-2.1 0.7 0.0 -0.4 0.3 故障点 -1.8 -0.5 -0.2 -0.7 0.1 0.0 -0.9 0.1 0.2

-0.4 0.0 0.0 -0.5 0.3 -0.5 0.3 -0.2 -0.1 -0.4 0.4 -0.1 -0.4 0.4 0.1

0.0 0.1 0.1 -0.2 0.1 -0.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 -0.1 0.0

新設 -0.3 -0.1 0.1 -0.4 0.1 0.0 0.0 -0.3 0.1 -0.1

新設 -0.4 -0.7 -0.3 -0.4 0.0 0.0 -0.4 -0.1 -0.2 0.0

新設 -0.2 0.1 -0.1 -0.2 0.0 -0.1 0.0 -0.1 0.0 0.1

新設 -0.3 -0.4 -0.2 -0.1 -0.2 -0.2 -0.4 0.0 -0.3 0.2

新設 -0.1 0.0 -0.9 -0.1 -0.2 -0.1 0.0 -0.1 -0.1 0.0

新設 -0.5 -0.3 -0.6 -0.1 -0.4 -0.2 -0.2 -0.3 -0.2 0.0

新設 -0.4 -0.2 -0.2 -0.2 -0.2 -0.1 -0.1 -0.3 -0.2 0.0

新設 -0.2 0.0 -0.2 -0.1 -0.1 -0.4 0.1 -0.3 -0.1 -0.1

新設 -0.4 -0.1 -0.2 -0.2 0.0 -0.2 -0.1 -0.1 -0.1 -0.1

新設 -0.9 -1.1 -1.0 -0.8 -0.7 -1.0 0.4 -1.2 -0.7 -0.5

-0.3 0.0 0.1 0.2 -0.7 0.2 0.0 -0.2 -0.1 0.3 0.0 0.1 -0.2 -0.1 0.0

0.0 -0.3 0.1 -0.1 0.0 0.2 -0.1 0.3 -0.1 -0.1 -0.3 0.2 -0.1 0.0 0.3

-0.1 0.0 -0.3 -0.1 0.0 0.1 0.1 -0.1 -0.1 0.2 -0.3 0.0 0.0 0.2 0.1

0.0 -0.1 0.2 -0.2 0.0 0.1 0.1 0.2 -0.2 0.0 0.0 -0.1 0.0 0.1 0.0

0.2 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 -0.1 0.3 -0.5 0.1 0.1 0.1 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 -0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 -0.1 0.1 -0.1 -0.1 0.0 0.0

0.1 0.1 0.1 -0.2 0.0 0.0 0.2 0.0 -0.1 0.3 -0.3 -0.1 0.1 0.1 0.0
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表　2-6-1  水準測量の結果（経年変化）    単位：（cm）

観測実施年月

測 定 地 名 称

No.  １水準点

No.  ２水準点

No.  ３水準点

No.  ４水準点

No.  ５水準点

No.  ６水準点

No.  ７水準点

No.  ８水準点

No.  ９水準点

No.１０水準点

No.１１水準点

No.１２水準点

No.１３水準点

No.１４水準点

No.１５水準点

No.１６水準点

No.１７水準点

No.１８水準点

No.１９水準点

No.２０水準点

No.２１水準点

No.２２水準点

No.２３水準点

No.２４水準点

No.２５水準点

No.２６水準点

No.２７水準点

No.２８水準点

No.２９水準点

No.３０水準点

No.３１水準点

No.３２水準点

小野１号監視井

小野２号監視井

小野３号監視井

小野１号取水井

小野２号取水井

小野３号取水井

小野４号取水井

NO,3

H26.2 H27.2 H28.2 H29.2 H30.2 H31.2

前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 前回比 累積

-0.3 -0.5 0.1 -0.8 -0.3 -0.2 -0.7 -31.1

-0.3 -0.7 -0.3 -0.6 -0.2 -0.4 -0.7 -40.8

-0.2 -0.4 -0.1 -0.4 -0.3 0.1 -0.4 -38.2

0.0 -0.1 -0.1 0.2 -0.1 0.1 -0.1 -5.2

-0.3 -0.2 0.0 -0.3 -0.3 0.1 -0.5 -16.5

-0.2 -0.4 -0.3 -0.3 -0.2 -0.4 -0.5 -34.1

-0.6 -0.3 -0.3 -0.2 -0.5 -0.2 -0.4 -94.7

-0.4 -0.6 -0.3 -0.6 -0.4 -0.1 -0.8 -30.2

-0.1 -0.1 -0.5 -0.3 -0.1 -0.4 -0.3 -33.8

-0.6 -0.3 -0.2 -0.2 -0.6 -0.1 -0.4 -36.5

-0.2 -0.1 0.1 -0.3 -0.2 0.0 -0.4 -19.4

-0.2 -0.1 0.0 -0.3 -0.2 -0.1 -0.1 -20.7

0.1 0.0 -0.2 -0.4 -0.1 -0.2 -0.1 -25.9

-0.3 -0.3 -0.2 -0.3 -0.3 -0.3 -0.2 -24.2

-0.8 -0.5 -0.2 -0.2 -0.8 -0.2 -0.3 -52.2

-0.2 -0.1 -0.2 故障点 -0.6 -0.2 -0.1 -26.9

-0.2 0.0 0.1 -0.1 -0.2 0.2 -0.1 -7.2

-0.7 0.0 -0.2 -0.1 -0.1 -0.3 0.0 -11.8

-0.4 -0.1 -0.1 -0.4 -0.2 0.0 -0.2 -27.5

0.0 0.0 -0.3 0.0 -0.1 0.1 -0.2 -17.4

-0.2 -0.1 -0.1 -0.3 0.0 0.1 0.0 -8.7

0.0 0.2 -0.3 0.0 0.1 0.0 0.0 -0.5

0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 -0.3 -0.1 -1.2

0.0 -0.1 -0.1 -0.1 0.1 -0.2 -0.2 -3.1

-0.1 -0.1 0.1 0.0 -0.1 -0.1 0.0 -0.7

-0.1 0.0 -0.3 0.2 -0.1 0.0 -0.3 -2.5

0.0 -0.1 0.0 -0.1 0.0 -0.1 -0.1 -2.0

-0.3 0.1 -0.3 -0.2 -0.1 -0.3 0.0 -3.9

-0.1 -0.1 -0.1 -0.1 -0.2 -0.1 -0.1 -2.7

0.1 -0.2 -0.2 0.3 -0.4 0.0 -0.3 -2.1

-0.1 -0.1 -0.1 -0.1 -0.2 -0.1 -0.1 -2.3

-0.5 -0.5 -0.3 -0.3 -0.6 -0.6 -0.4 -10.7

0.2 0.1 -0.2 0.0 0.2 -0.2 0.2 -1.1

-0.1 0.0 0.0 0.1 -0.3 0.4 -0.4 -0.8

-0.1 -0.1 0.0 0.2 -0.2 0.0 0.1 -0.6

-0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 -0.1 -0.1 0.2 -0.1 0.1 -0.1 0.4

-0.1 -0.1 0.2 -0.2 -0.1 0.1 -0.2 -0.4

0.0 0.0 -0.1 0.2 -0.1 0.1 -0.1 0.4

R2.2
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図 2-6-5 地盤沈下調査関連地点及び年間沈下量の区分図
:一等水準点
:不動点
:水準点
:渡河点・固定点
:１級水準路線
:２級水準路線
:監視局
:工業用水井

ｃ

◆凡例

沈下量の区分（前回比※）
：　０～１ｃｍ未満  
：　１～２ｃｍ未満 
：　２～３ｃｍ未満 
：　３～４ｃｍ未満 
：　４～５ｃｍ未満 
：　５ｃｍ以上　 　 
：　隆起　　　　  

※　平成31年2月～令和2年2月

の1年間の沈下量
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地点 小野１号 福田局
項目

累積 累積 累積 累積 累積
(単位) (m) (m) (mm) (mm) (m) (mm) (mm) (mm) (mm) (m) (m) (mm) (mm) (mm) (mm)

４月 -3.30 -3.55 -0.01 -0.01 -4.42 -0.01 -0.01 92 92 -9.20 -0.84 -0.01 -0.01 36 36
５月 -3.35 -3.61 -0.01 -0.02 -4.49 -0.01 -0.02 98 190 -9.17 -0.85 -0.01 -0.02 42 78
６月 -3.44 -3.70 0.02 0.00 -4.76 -0.01 -0.03 139 329 -9.46 -0.94 -0.01 -0.03 81 159
７月 -3.18 -3.41 0.00 0.00 -4.02 0.00 -0.03 406 735 -9.06 -0.65 0.01 -0.02 210 369
８月 -3.12 -3.39 0.01 0.01 -4.00 0.01 -0.02 391 1126 -9.18 -0.82 0.00 -0.02 136 505
９月 -2.94 -3.26 0.00 0.01 -3.72 -0.02 -0.04 113 1239 -8.95 -0.73 0.00 -0.02 84 589

１０月 -3.22 -3.47 -0.04 -0.03 -4.19 -0.02 -0.06 66 1305 -8.91 -0.84 -0.02 -0.04 21 610
１１月 -3.31 -3.58 -0.03 -0.06 -4.44 -0.02 -0.08 26 1331 -9.06 -0.99 -0.04 -0.08 5 615
１２月 -3.37 -3.65 0.00 -0.06 -4.59 0.01 -0.07 56 1387 -9.16 -1.04 0.00 -0.08 0 615

１月 -3.32 -3.58 -0.01 -0.07 -4.40 0.00 -0.07 100 1487 -9.17 -0.98 0.00 -0.08 0 615
２月 -3.30 -3.55 -0.01 -0.08 -4.38 0.01 -0.06 139 1626 -9.16 -0.89 0.00 -0.08 0 615
３月 -3.24 -3.48 -0.01 -0.09 -4.27 -0.01 -0.07 141 1767 -9.00 -0.81 -0.01 -0.09 28 643

平　均 -3.26 -3.52 -4.31 -9.12 -0.87

最　大 -2.94 -3.26 -3.72 -8.91 -0.65

最　小 -3.44 -3.70 -4.76 -9.46 -1.04

表2-6-2 観測井による地盤沈下等常時監視結果（令和元年度）

小野２号 小野３号 高天局

平均

水位

平均

水位

地盤沈下量 平均

水位

地盤沈下量 降水量 平均

水位

平均

水位

地盤沈下量 降水量

③監視局による常時監視の結果 

監視局による令和元年度の常時監視結果を表2-6-2に、降水量と地下水位の変化を次頁

図2-6-6に、地下水位と地盤沈下量の変化を図2-6-7に示す。 

また、監視局ごとの地下水位、地盤沈下量の経年変化を71～73頁図2-6-8～図2-6-12に、

地下水位と小野3号、高天監視局における降水量測定結果を図2-6-13に示す。 

ア）地下水位について 

経年変化を見ると、地下水位の年間変動は、監視局や年度によって若干異なるものの、

調査開始時から平成16年度までは、灌漑期に入る6月から7月にかけて大きく低下を始め8

月から9月頃最も低くなるという周期的な変動を示していた。 

しかしながら、平成17年度以降は6月から9月にかけての水位低下は大きく緩和され、

一年を通じて安定した水位を記録する年度もみられる。 

このように、平成17年度以降地下水位の季節変動が緩和され、安定してきた要因とし

て、水準測量の部分でもふれたとおり、森山地域において地下水の使用抑制のため、農

業用水の水源を地下水から地表水へ転換したことが考えられる。 

令和元年度についても、6月から7月にかけての梅雨期の降雨により若干水位の上昇が

見られたが、年間を通して水位の変動はほとんどなく、安定した状態であった。 

 

イ）地盤沈下量について 

経年変化を見ると、昭和61年の調査開始以来沈下傾向が続いていたものが、水準測量

と同じく平成20年度以降沈下は緩和傾向となり、小野2号、3号については若干の隆起も

見られる。6月から9月にかけて大きく地下水位が低下していた平成16年度以前は、7月か

ら9月にかけて大きく沈下し、そのまま隆起もせず次年度を迎えるという年間変動を繰り

返していた。しかし、平成17年度以降地下水位の季節変動が緩和され、ほぼ降水量にの

み影響を受ける様な状態となり、それに伴い地盤沈下も地下水位と降水量に相関を見せ

つつ、沈下と隆起を繰り返しながら横ばい傾向を示すような状態となっている。 

令和元年度も降水量が多い夏場は緩やかな隆起を、その後冬場は緩やかな沈下又は横

ばいの傾向を示しており、年間を通じてほぼ横ばい傾向にあると言える。 
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図2-6-7 地下水位と地盤沈下量の変化（令和元年度）
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図2-6-10 地下水位及び地盤沈下量の経年変化（小野3号）

地下水位

地盤沈下量

-12

-10

-8

-6

-4

-2

0

S61.4 Ｈ2.4 Ｈ6.4 Ｈ10.4 Ｈ14.4 H18.4 H22.4 H26.4 H30.4

地
下
水
位(

m)

年月

図2-6-11 地下水位の経年変化（福田局）
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図2-6-12 地下水位と地盤沈下量の経年変化（高天局）
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図 2-6-13 地下水位と降雨量の経年変化
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6.3 地下水の採取規制 

本市は、諫早湾沿岸を中心に干拓を繰り返して

きた歴史を持つ。このため軟弱地盤が多く、水道

用水、工業用水及び農業用水の多くを地下水に依

存していることから、過剰な地下水揚水を行うと、

地盤沈下を引き起こす懸念が強い。 

このような背景のもと、地盤沈下の未然防止と

地下水の保全を図るため、諫早市環境保全条例の

一部を改正し、平成24年度より地下水の採取規制

（事前協議の義務付け）を開始した。 

当該制度は、市内全域を対象に、吐出断面積が

21cm2を超えるポンプを設置して地下水を採取し

ようとする場合、市に必要書類を提出し、事前協

議を行うことを義務付けたものである（個人の飲

料井戸は対象外）。また、特に地盤沈下が懸念され

る軟弱地盤地域については、「地盤沈下の防止を特

に必要とする地域」（図2-6-14）として指定し、ポ

ンプの吐出口断面積が10cm2を超え、かつストレー

ナー(井戸への取水孔)の位置が地表面から150mよ

り浅い場合も事前協議の対象とした。 

さらに、既存井戸の把握を目

的に、条例が施行される前から

対象となる規模のポンプを設

置している者は、市に井戸諸元

等を届け出ることとした。 

令和元年度中に事前協議を

行った件数及び井戸数を表

2-6-4に、また、これまでに届

出があった井戸の数を表2-6-5

に示す。 

 

宗方ふれあい会館

中央干拓地

小江干拓地

諫早市役所

森山支所

猿崎町

愛野町

福田町

諫早中学校

土園川橋

長田みのり会館

小野ふれあい会館

森山図書館

森山東小学校

諫早東高

で囲まれた地域

図 2-6-15 地盤沈下の防止を特に必要とする地域

【該当地域】 

○仲沖町、幸町、小野島町、川内町、 

中央干拓及び高来町小江干拓の全部 

 

○西郷町、立石町、船越町、福田町、 

鷲崎町、川床町、赤崎町、黒崎町、 

小野町、長野町、宗方町、小豆崎町、 

西里町、長田町、正久寺町、高天町、 

白浜町、猿崎町、森山町杉谷、 

森山町田尻、森山町本村、 

森山町慶師野、森山町下井牟田、 

高来町峰及び高来町下与の一部 

図 2-6-14 地盤沈下の防止を特に必要とする地域 

地域内 地域外 計

4 5 9

（内訳） 水道（公営） (0)

井戸数 水道（民営） (1) (1)

農業 (2) (2) (4)

商工業・その他 (1) (3) (4)

工業用水（公共） (0)

地域内 地域外 計

4 67 71

7 8 15

53 25 78

23 8 31

8 11 19

95 119 214

※水道（公共）・・・市上下水道局

※水道（民営）・・・簡易水道、専用水道等

※農業・・・・・・・・・水稲・施設園芸等

※商工業・その他・・事業用工場等

※工業用水・・・・・市上下水道局

合計

表2-6-4
　市環境保全条例に基づく地下水採取事前協議(R元年度)

令和元年度

事前協議提出数

表2-6-5  届出のあった井戸数 R2.3.31現在

用途区分

水道（公共）

水道（民営）

農業

商工業・その他

工業用水（公共）

注）表内の「地域」とは、図2-6-15 「地盤沈下の防止を

特に必要とする地域」を示す
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             届出の種類 施設数 施設数

施設名 H30年度末 R元年度末

自動車整備業の用に供する作業場 63 63

ガソリンステーション 31 31

豚を飼養する施設 9 9

牛を飼養する施設 16 16

鶏を飼養する施設 7 7

計 126 0 0 0 0 126

表2-7-1  諫早市環境保全条例に基づく指定施設関係届出状況

設置
（既設置）

変更 氏名等変更 廃止

Ｈ29 H30 R1

1 3

1

3 1 1

1 2

2 1

1

12 9 14

合計 19 14 19

表2-7-2  諫早市環境保全条例に基づく
　　　　           開発行為の事前協議状況

条例第29条第1項第1号

事業用地造成・店舗等建築

社会福祉施設等建築

資材置場・倉庫等造成建築

宅地造成

条例第29条第1項第2号

（1）土石類の採取

（2）廃棄物の処分

（3）埋め立て・盛土・たい積

（4）0.1ha以上の太陽光発電設備設置

７．諫早市環境保全条例に基づく対策 

7.1 指定施設 

諫早市環境保全条例では、悪臭、水質汚濁の発生原因となり得る施設を指定施設と定

め、設置の際の事前届出及び規制基準の遵守等を義務付け、公害発生の未然防止を図っ

ている。本条例に基づく指定施設設置等の届出状況は表 2-7-1 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2 開発行為等の事前協議 

     諫早市環境保全条例では、都市計画法第5条第1項に規定する都市計画区域以外で行われる

開発行為であって、その面積が0.1ha以上1ha未満のもの、並びに自然環境及び生活環境の保

全に影響を及ぼす恐れのある開発行為等であって規則で定めるものについて事前協議を義務

付け、無秩序な開発行為等の未然防止及び環境への影響抑制を図っている。 

   また、近年増加している事業用太陽光発電設備の設置について、不適切な敷地造成や雨水排

水設備により土砂の流出等の被害が懸念されることから、規則を一部改正し、敷地面積が

0.1ha 以上の土地への自立した太陽光発電設備の設置について、平成 28 年 7 月 1 日から事前

協議の届出が必要な開発行為として追加を行った。 

令和元年度においては、0.1ha以上の太陽光発電設備設置や事業用地造成など、19件の協

議を行った。 
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表2-7-3  電波障害防止計画書届出状況

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

1 3 1 2 1 2 3 2 3 4

(4) (13) (1) (6) (1) (31) (25) (13) (14) (63)

4 6 3 4 1 5 1 3 3 3

5 9 4 6 2 7 4 5 6 7

表2-7-4  電波障害防止対策結果報告書届出状況

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5 1 0 1 0 0 1 0 0 0

5 1 0 2 0 0 0 0 0 0

共同受信施設 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

ｱﾝﾃﾅ対策 5 0 0 2 0 0 1 0 0 0

有線放送加入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 2 0 0 0

7 1 0 1 0 0 3 0 0 0

年度

年度

対
策
法

届出合計

防止対策を講じたもの

防止対策実施世帯数

対策の必要がなかったもの

電波障害の発生が予測され
たもの

（）は予測世帯数

電波障害は発生しないと予
測されたもの

届出合計

7.3 建造物による電波障害防止対策 

建造物によるテレビ等への電波障害防止対策については、諫早市環境保全条例及び諫

早市電波障害防止に関する指導要綱によりその発生の未然防止を図っている。 

同指導要綱では、高さが10ｍを超える建造物を建築する建築主等に対し、事前に電波

障害の発生に関する調査及び関係書類の提出、建築物完成後電波障害の発生状況及び対

策結果に関する報告書の提出を求めている。令和元年度の電波障害防止計画書の届出件

数は7件であった。過去10年間の同指導要綱に基づく電波障害防止計画書の届出状況は表

2-7-3、電波障害防止対策結果報告書の提出状況は表2-7-4のとおりである。 
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８．公害・環境に関する苦情処理 

令和元年度中に市が受理した公害・環境に関する苦情の件数は、騒音・振動などの 7 公

害に関するものが 49 件、7公害以外に関するものが 92 件であった。地域別・種類別受理件

数を表 2-8-1 に示す。 

  7 公害に関する苦情については、大気汚染が 25 件と最も多く、続いて騒音が 12 件、悪

臭及び水質汚濁がそれぞれ 6件の順番で多かった。 

大気汚染については、その多くが廃棄物の野焼きである。廃棄物の不適正な焼却につい

ては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律等関係法令の規制強化や関係機関の調査・指導

の効果もあり、大幅に減少してきている。一方、家庭から出るごみ（剪定くず、家庭ごみ

等）の野焼きに関するものは、数は減少傾向にあるものの、毎年一定数は苦情申し立てが

あり、令和元年度も大気汚染の大半を占めている。 

水質汚濁については、家庭や飲食店等の排水の苦情が多いが、近年は公共下水道や農業

集落排水施設及び浄化槽等汚水処理施設の整備が進み、発生源となる事業所排水や各家庭

から排出される生活排水等が直接河川や水路に排出される割合が少なくなってきているこ

とから、苦情件数は少なくなってきている。 

悪臭については、事業所の排水の臭い、農業での堆肥の臭い及び家庭から出る臭いなど

様々な臭いの苦情があるが、発生状況を現地調査したうえで、発生源に対して改善指導等

を行っている。また、騒音についても、建設作業の騒音、事業所から発生する騒音及び家

庭から発生する騒音など、様々な騒音の苦情が寄せられるが、現地状況を調査し、改善指

導や当事者の話し合いの仲介などの対応を行っている。 

  なお、いわゆる感覚公害と呼ばれる悪臭や騒音については、規制基準値以下で申し立て 

がなされることがほとんどであり、対応に苦慮する場合が多い。また、このような感覚公

害は事業所だけでなく、一般家庭が発生源となる場合が多いのが特徴である。 

7 公害以外の苦情については、依然としてごみの不法投棄に関するものが多く、その他公

害の中では宅地（空地）の雑草等に関する苦情が目立つ。 

  大気汚染（野焼き苦情）の部分でもふれたとおり、廃棄物関係法令の規制強化や市、保

健所等による調査・指導により産業廃棄物の不法投棄は減少傾向にある。しかしながら、

野焼き同様家庭から排出されるごみの不法投棄は毎年一定数確認されており、今後も事業

者及び市民に対し、法令順守はもちろんのこと環境衛生意識、美化意識向上等の啓発活動

を進めていく必要がある。宅地（空地）の雑草等の苦情については、所有者の高齢化によ

り管理が十分できない場合、また相続者に管理の意識が希薄な場合等、放置状態となり苦

情に至るというケースが多く見られる。 
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  表2-8-1 　令和元年度地域別・種類別公害等苦情受理件数

大気汚染 14 4 3 0 4 0 25

水質汚濁 6 0 0 0 0 0 6

土壌汚染 0 0 0 0 0 0 0

騒　　音 8 0 0 2 1 1 12

振　　動 0 0 0 0 0 0 0

地盤沈下 0 0 0 0 0 0 0

悪　　臭 5 1 0 0 0 0 6

小　計 33 5 3 2 5 1 49

ごみの
不法投棄

48 10 0 2 2 3 65

その他 12 7 0 3 5 0 27

小　計 60 17 0 5 7 3 92

93 22 3 7 12 4 141

小長井
地域

計
 区 分

７
公
害

７
公
害

以
外

飯盛
地域

高来
地域

合    計

地域名 諫早
地域

多良見
地域

森山
地域

 

 これらの公害・環境に関するもの以外にも、犬や猫など動物に関する相談・問合せ・苦

情も寄せられている。犬については無駄吠えや放し飼い、散歩中の排便に関するものが多

く、飼い主のマナー向上はもちろん、きちんと犬の習性を理解し、愛情を持って飼養する

ことが求められる。猫に関する苦情の多くは、安易な気持ちから餌を与えるため野良猫が

集まり、近隣で庭に排便する、花壇を荒らす、倉庫や床下で子猫を出産する等のトラブル

を引き起こす、というものである。動物を飼養するからには、近隣住民への配慮等はもち

ろんであるが、その命に対して大きな責任が生ずる事を自覚しなければならない。 

なお、平成 22 年度 4月 1 日から長崎県が行っている犬・猫の引取りが有料化され、飼い

主に終生飼育を強くお願いし、不幸な犬、猫の減らす取組みが始まっている。 
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Ⅲ．生活排水処理対策 

１．生活排水処理対策の現況と今後の計画 

  生活排水とは、炊事、洗濯、入浴等の日常生活に伴い排出される汚水であり、海域や河

川等公共用水域の水質を汚濁する大きな要因の一つである。 

本市は有明海、橘湾及び大村湾と三つの海に囲まれているが、いずれの海域もさらなる

水質改善が求められているため、流域全て、すなわち全市域が水質汚濁防止法に基づく生

活排水対策重点地域に指定されている。このため、各流域について生活排水対策推進計画

を策定し、下水道等の生活排水処理施設の整備や、市民への生活排水対策に関する啓発活

動を推進しているところである。 

  生活排水処理施設整備事業の状況は、次のとおりである。また平成 22 年度からの生活排

水処理施設（公共下水道、農業・漁業集落排水施設、浄化槽、集合下水処理施設）整備状

況を 81 頁表 3-1-1 に、事業別の処理人口推移を図 3-1-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1 公共下水道事業 

本市における公共下水道事業は、旧諫早市において西諫早処理区（現在は大村湾処理

区の一部である西諫早ﾆｭｰﾀｳﾝ 151ha）を昭和 48年 4 月に供用開始したのを先駆けに、そ

の後諫早湾処理区、続けて大村湾処理区に本格着手。平成 6年 10 月に諫早湾処理区の一

部（中央地区の市街地 70ha）を供用開始し順次区域を拡大、現在に至っている。 

大村湾処理区は、大村湾南部浄化センター（長崎県管理）を平成 12年 3月に供用開始

し、令和元年度末までに多良見地域と諫早地域の西諫早地区及び真津山地区のうち

1,012.5ha（人口 39,489 人）を供用開始している。諫早湾処理区については、諫早中央

浄化センター（高度処理施設）を終末処理場とし、693.9ha（人口 37,024 人）を供用開

始している。 
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（
千
人
）

年度

図 3-1-1 事業別処理人口推移状況(普及人口）

未処理

合併処理浄化槽

（市町村型）

（平成29年度末廃止）

集合下水処理施設(コ

ミュニティプラント）

（平成25年度末廃止）

合併処理浄化槽

農業集落排水施設

公共下水道
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図 3-1-2 小型合併処理浄化槽設置に対する

補助基数の推移（流域別）

大村湾流域 諫早湾流域 橘湾流域

また、特定環境保全公共下水道事業として、平成 15 年 3月に小長井処理区、平成 16

年 3 月に高来処理区、平成 20 年 3月に田結処理区、平成 26 年 3月には飯盛地域の中心

部である飯盛処理区を供用開始し、令和元年度末までに小長井処理区 160.2ha（人口

2,852 人）、高来処理区 243.8ha（人口 6,397 人）、田結処理区 65.6ha（人口 1,268 人）、

飯盛処理区 34.0ha（1,416 人）を供用開始している。 

令和元年度末の公共下水道普及率※は 64.86％となっており、今後も計画的に面整備を

進めていく予定である。 

※普及率：行政人口に対する処理可能人口の割合。 

1.2 農業・漁業集落排水事業 

本市における農業集落排水事業は、令和元年度末までに諫早地域の小ヶ倉地区等7地区（人

口 7,467 人）、森山地域の上名地区等 5地区（人口 4,042 人）、飯盛地域の山口地区等 2地

区（人口 569 人）、小長井地域の遠竹地区等 2地区（人口 665 人）、及び多良見地域の伊木

力・元釜地区（人口 1,189 人）の計 17地区において供用開始している。また漁業集落排

水事業は、諫早地域の有喜・松里地区（人口 1,128 人）において平成 27年度末に供用開

始している。 

令和元年度末の集落排水事業の普及率は 11.04％となっている。 

1.3 浄化槽設置費補助事業 

浄化槽の整備については、補助金を交付して整備促進を行っており、令和元年度は 151

基に対して補助金を交付した。浄化槽設置補助基数の推移は図 3-1-2 のとおりである。 

ちなみに、補助金交付を受けていない浄化槽も合わせた、令和元年度末の浄化槽普及

率は 13.72％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 81 

 
R
2
.
3
.
3
1
現

在

普
及

人
口

普
及

率
普

及
人

口
普

及
率

普
及

人
口

普
及

率
普

及
人

口
普

及
率

普
及

人
口

普
及

率
普

及
人

口
普

及
率

水
洗
化
人
口

水
洗

化
率

水
洗
化
人
口

水
洗

化
率

水
洗
化
人
口

水
洗

化
率

水
洗
化
人
口

水
洗

化
率

水
洗
化
人
口

水
洗

化
率

水
洗
化
人
口

水
洗

化
率

（
人

）
（

％
）

（
人

）
（

％
）

（
人

）
（

％
）

（
人

）
（

％
）

（
人

）
（

％
）

（
人

）
（

％
）

7
4
,
0
6
7

5
2
.
2
8
%

1
6
,
3
4
8

1
1
.
5
4
%

1
8
,
9
3
3

1
3
.
3
6
%

6
9
9

0
.
4
9
%

2
6
5

0
.
1
9
%

1
1
0
,
3
1
2

7
7
.
8
7
%

5
6
,
1
2
9

3
9
.
6
2
%

1
1
,
6
5
5

8
.
2
3
%

2
3
,
2
5
0

1
6
.
4
1
%

6
9
9

0
.
4
9
%

2
6
5

0
.
1
9
%

9
1
,
9
9
8

6
4
.
9
4
%

7
5
,
8
8
7

5
3
.
7
0
%

1
6
,
2
7
4

1
1
.
5
2
%

1
9
,
5
8
6

1
3
.
8
6
%

6
9
0

0
.
4
9
%

2
7
6

0
.
2
0
%

1
1
2
,
7
1
3

7
9
.
7
5
%

5
8
,
7
2
7

4
1
.
5
5
%

1
1
,
7
7
9

8
.
3
3
%

2
3
,
4
8
9

1
6
.
6
2
%

6
9
0

0
.
4
9
%

2
7
6

0
.
2
0
%

9
4
,
9
6
1

6
7
.
1
9
%

7
7
,
1
5
5

5
4
.
6
4
%

1
5
,
9
3
8

1
1
.
2
9
%

2
0
,
0
4
6

1
4
.
2
0
%

6
8
1

0
.
4
8
%

2
7
1

0
.
1
9
%

1
1
4
,
0
9
1

8
0
.
7
9
%

6
0
,
3
2
6

4
2
.
7
2
%

1
2
,
0
8
7

8
.
5
6
%

2
4
,
3
4
6

1
7
.
2
4
%

6
8
1

0
.
4
8
%

2
7
1

0
.
1
9
%

9
7
,
7
1
1

6
9
.
1
9
%

7
9
,
9
5
7

5
6
.
8
4
%

1
5
,
4
2
8

1
0
.
9
7
%

2
0
,
7
7
9

1
4
.
7
7
%

0
0
.
0
0
%

2
6
7

0
.
1
9
%

1
1
6
,
4
3
1

8
2
.
7
8
%

6
3
,
0
8
1

4
4
.
8
5
%

1
2
,
0
8
4

8
.
5
9
%

2
4
,
6
4
0

1
7
.
5
2
%

0
0
.
0
0
%

2
6
7

0
.
1
9
%

1
0
0
,
0
7
2

7
1
.
1
5
%

8
1
,
3
0
5

5
8
.
0
2
%

1
5
,
0
0
7

1
0
.
7
1
%

2
0
,
8
3
5

1
4
.
8
7
%

0
0
.
0
0
%

2
6
2

0
.
1
9
%

1
1
7
,
4
0
9

8
3
.
7
9
%

6
5
,
4
4
2

4
6
.
7
0
%

1
1
,
9
2
4

8
.
5
1
%

2
4
,
3
2
7

1
7
.
3
6
%

0
0
.
0
0
%

2
6
2

0
.
1
9
%

1
0
1
,
9
5
5

7
2
.
7
6
%

8
3
,
5
4
0

5
9
.
7
9
%

1
5
,
7
5
7

1
1
.
2
8
%

2
0
,
8
7
6

1
4
.
9
4
%

0
0
.
0
0
%

2
5
5

0
.
1
8
%

1
2
0
,
4
2
8

8
6
.
1
9
%

6
7
,
3
4
2

4
8
.
1
9
%

1
2
,
2
2
4

8
.
7
5
%

2
4
,
0
1
2

1
7
.
1
8
%

0
0
.
0
0
%

2
5
5

0
.
1
8
%

1
0
3
,
8
3
3

7
4
.
3
1
%

8
5
,
2
3
0

6
1
.
3
8
%

1
5
,
7
0
0

1
1
.
3
1
%

2
0
,
2
4
3

1
4
.
5
8
%

0
0
.
0
0
%

2
4
6

0
.
1
8
%

1
2
1
,
4
1
9

8
7
.
4
4
%

6
9
,
2
3
8

4
9
.
8
6
%

1
2
,
4
1
3

8
.
9
4
%

2
3
,
7
4
0

1
7
.
1
0
%

0
0
.
0
0
%

2
4
6

0
.
1
8
%

1
0
5
,
6
3
7

7
6
.
0
7
%

8
6
,
0
8
6

6
2
.
4
6
%

1
5
,
5
4
2

1
1
.
2
8
%

2
0
,
2
6
7

1
4
.
7
0
%

0
0
.
0
0
%

0
0
.
0
0
%

1
2
1
,
8
9
5

8
8
.
4
3
%

7
0
,
5
7
7

5
1
.
2
0
%

1
2
,
6
6
5

9
.
1
9
%

2
3
,
5
1
4

1
7
.
0
6
%

0
0
.
0
0
%

0
0
.
0
0
%

1
0
6
,
7
5
6

7
7
.
4
5
%

8
6
,
9
0
8

6
3
.
5
4
%

1
5
,
3
5
1

1
1
.
2
2
%

1
9
,
4
8
9

1
4
.
2
5
%

0
0
.
0
0
%

0
0
.
0
0
%

1
2
1
,
7
4
8

8
9
.
0
1
%

7
2
,
1
1
3

5
2
.
7
2
%

1
2
,
7
1
2

9
.
2
9
%

2
3
,
0
5
3

1
6
.
8
5
%

0
0
.
0
0
%

0
0
.
0
0
%

1
0
7
,
8
7
8

7
8
.
8
7
%

8
8
,
4
4
6

6
4
.
8
6
%

1
5
,
0
6
0

1
1
.
0
4
%

1
8
,
7
1
1

1
3
.
7
2
%

0
0
.
0
0
%

0
0
.
0
0
%

1
2
2
,
2
1
7

8
9
.
6
3
%

7
4
,
0
1
7

5
4
.
2
8
%

1
2
,
7
5
1

9
.
3
5
%

2
2
,
7
0
3

1
6
.
6
5
%

0
0
.
0
0
%

0
0
.
0
0
%

1
0
9
,
4
7
1

8
0
.
2
8
%

H
2
8

1
3
8
,
8
6
2

H
2
9

1
3
7
,
8
3
6

H
3
0

1
3
6
,
7
7
6

H
2
5

1
4
0
,
6
5
8

H
2
6

1
4
0
,
1
2
7

H
2
7

1
3
9
,
7
3
1

合
　

　
計

集
合

下
水

処
理

施
設

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
プ

ラ
ン

ト
）

合
併

処
理

浄
化

槽

年
度

行
政

人
口

合
併
処
理
浄
化
槽

（
市
町
村
型
）

集
落

排
水

施
設

H
2
4

1
4
1
,
2
1
8

公
共

下
水

道

R
1

1
3
6
,
3
5
5

表
3
-
1
-
1
　

生
活

排
水

処
理

施
設

整
備

状
況

H
2
3

1
4
1
,
3
2
5

H
2
2

1
4
1
,
6
6
2


